
 

 

令和８年度 
 

第１回  

八雲町地域包括支援センター運営協議会 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日 時：令和８年７月２７日（月） 午後１時３０分 

 

場 所：八雲町総合保健福祉施設シルバープラザふれあいホール 



会  議  次  第 

 

１ 開 会 

 

 

２ 挨 拶 

 

 

３ 議 題 

（１）報告事項 

① 令和７年度事業報告について              ・・・・Ｐ １ 

② 令和７年度決算報告について              ・・・・Ｐ ７ 

③ 令和７年度地域包括支援センター事業評価結果について  ・・・・Ｐ１１ 

④ 介護予防支援の委託を行った居宅介護支援事業者について ・・・・Ｐ１８ 

 

 

 （２）協議事項  

① 令和８年度事業計画について              ・・・・Ｐ１９ 

② 令和８年度収支予算について              ・・・・Ｐ２４ 

 

 

 

   

 

４ その他 

 

 

 

 

 

５ 閉 会 

 

 

 

 

 

 



（１）報告事項 

① 令和７年度 地域包括支援センター事業報告について 

（１）一般介護予防事業 

 〇介護予防普及啓発事業 

  ・まるごと元気運動教室【八雲地域・熊石地域】 

     NPO法人ソーシャルビジネス推進センターに委託し、毎週火曜日、町内３か所

で運動教室を実施した。 

熊石 ４８回 実人数 ２４名 延人数 ８０４名 

落部 ４７回 実人数 １７名 延人数 ３４０名 

八雲 ４８回 実人数 ２７名 延人数 ９０９名 

  ・高齢者栄養改善教室【熊石地域】 

     集いの場の参加者を対象に、３か所で開催し２１名の参加があった。栄養士に

よるフレイルに関する講話やたんぱく質強化レシピの試食などを行った。  

 〇住民主体の通いの場の充実 

・いきいき百歳体操を活用した介護予防の普及【八雲地域】   

実施 １３か所 回数 ２６６回 延べ参加人数 １，５９７人 

  ・住民運営通いの場（ふまねっと運動も含む）【熊石地域】 

実施 ９か所 回数  1３３回 延べ参加人数  ９９６人 

 〇介護予防の普及啓発  

  ・出前説明会【八雲地域】 ４回 １１０名参加 

・フレイル予防の普及啓発【熊石地域】 

    栄養フレイル予防に特化した内容で、高齢者の低栄養を予防・改善するために活

用できるレシピ等を全戸配布で３回情報提供した。 

  ・集いの場において、介護保険・フレイル・成年後見に関する講話を実施した。 

    ５か所で４１名の参加があった。    

 

 ○ITを活用した体験型介護予防事業【熊石地域】 

  ・R5 年から泊川集学校（リングロー株式会社）に委託し高齢者 IT 講習会を実施して

きた。今年度は IT を活用した介護予防の体験を通して、認知症予防や介護予防に繋

げることを目的に実施した。各コーナーの述べ参加人数は１００人であった。 

  【身体的】聞こえチェッカー YouTubeを利用し体操体験 

  【認知的】運転免許認知機能検査体験 脳トレゲーム 

  【社会的】LINE を利用したテレビ電話体験  
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（２）総合相談・権利擁護事業 

  高齢者が自らの権利を守り、尊厳ある自立した生活が送れるよう、様々な相談を受け

適切なサービスや制度につなげた。 

  ○相談者別件数 

 八雲地域 熊石地域 

本人 ２６ ２ 

家族・親族 ９０ ３３ 

サービス事業所職員 ２６ ３ 

議員・行政職員 １８ ２ 

民生委員等 ５ ２ 

その他 ９ ９ 

合計 1７４ ５１ 

 

○相談内容（受付分類） 重複あり 

 八雲地域 熊石地域 

介護保険申請 ２８ ３１ 

居宅サービスに関わること ７２ １２ 

施設サービスに関わること １２ ４ 

保健・福祉サービスに関わること ２１ ４ 

実態把握・訪問依頼 ２１ ４ 

福祉用具・住宅改修関係 ２１ １ 

医療・保健関係 １１ ０ 

その他 ５７ １３ 

合計 ２４３ ７９ 

 

○高齢者虐待への対応 

 養護者虐待 養介護施設虐待 

通報件数  ７ 件  ０ 件 

虐待件数 ５ 件  ０ 件 

 

 〇サービス未利用者の訪問【八雲地域】 

    介護保険更新申請のタイミングで訪問し、制度の説明、サービスの利用の必要が

ないかなどのアセスメントを実施した。 （８名） 

    訪問の結果、継続的な介護保険サービスにつながった方がいた。 
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（３）包括的・継続的ケアマネジメント事業 

  高齢者や障がい者が自らの権利を守り、尊厳ある自立した生活を送るためには、医療

機関とサービス事業者、在宅と施設など様々な機関、職種の連携が必要不可欠であるこ

とから、これらの連携を図り、高齢者の状況や変化に応じて継続的に対応できるケアマ

ネジメント体制の構築を図る。 

○介護支援専門員等からの相談【八雲地域】 相談件数 ３件 

 〇地域ケア会議ケアマネジャー部会の開催【八雲地域】 

   八雲地域のケアマネジャーの連携を図るため、八雲町自立支援協議会相談部会と合

同で、５回実施した。 

 ○地域ケア会議 

  【八雲地域 ６回開催、熊石地域 １１回開催】 

   両地域ともに事例検討や情報交換を開催した。 

 〇若年性認知症の当事者を支える研修会の開催 

   NPO法人北海道若年認知症の人と家族の会が、北海道若年性認知症総合支援事業を

受託し、従事者向けの研修を共催で開催した。 

  日 時 令和７年１１月１４日（金） １３：００～１６：００ 

  テーマ 「若年性認知症の当事者を支えるために」 

講 師 当別町地域包括支援センター センター長 長井 巻子 氏 他 

  参加者 ３８名 

  

（４）介護予防支援事業・介護予防ケアマネジメント事業 

  要支援認定者への介護予防サービス計画を作成した。なお事業の一部を居宅介護支援

事業所に委託し実施している。 

〇介護予防サービス計画作成者数（給付管理 延べ件数） 

 

                                                                                 

 

 

 

 

 

  〇事業対象者への支援（ケアマネジメント C） 

   給食サービスや訪問型サービス C 希望者へのアセスメントを実施した。 

   【八雲地域】 ２名  【熊石地域】 ２名 

 

 

 

  介護予防支援  介護予防ケアマネ 

八雲地域 
包括 ６２８ ２５９ 

委託 １０４ １８ 

熊石地域 
包括 ２２８ １４９ 

委託 0 0 

合  計  ９６０ ４２６ 
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（５）認知症総合支援事業 

  〇認知症カフェの実施  

   【八雲地域】   

実施  １２回 延べ参加人数 ３１人 場所 cafeラフも 

   【熊石地域】 

実施   １回 延べ参加人数 ２９人 場所 ふれあい交流センター 

〇認知症初期集中支援推進事業 

    支援対象者 なし 

〇認知症月間に合わせたポスター展の開催 

  国では９月を認知症月間と位置付け、様々な取組が行われており、八雲町におい

ては、図書館で認知症の普及啓発を目的にポスター展を開催し、認知症に関する書

籍の展示、資料の配布を行った。 

  開催期間：１３日間、閲覧者数：６０人 

〇認知症ケアパスの配布 

  R6年度に作成した認知症ケアパスを配布 

○認知症家族の会への協力 

   ・熊石介護者と共に歩む会「いがぐりの会」 

     総会・役員会 ２回  定例事業（リフレッシュの集い他） ６回  

 

（６）任意事業（認知症対策） 

〇SOSネットワーク事業 

認知症の高齢者や障がい者が行方不明となった時に、警察による捜索だけでなく、

地域の協力機関や協力いただける個人が協力して、行方不明者を発見・保護する。 

   ・事前登録者数 【八雲地域】高齢者 ８名 【熊石地域】高齢者 １名 

   ・登録解除者数  ４名 

   ・協力機関数  【八雲地域】５２か所  【熊石地域】１４か所 

   ・捜索件数   ２件【八雲地域１件、熊石地域１件】 

  〇認知症高齢者等見守りシール交付事業（どこシル伝言板） 

   ・登録者数 【八雲地域】 ８名 

○認知症サポーター養成講座 

   国が推進する「認知症サポーター100万人キャラバン」を八雲町においても実施し

「認知症サポーター」を養成した。認知症サポーターとは、認知症について正しい知

識を持ち、認知症の人や家族を応援し、だれもが暮らしやすい地域を作っていくボラ

ンティアである。 

９月１６日 一般町民対象 １０名参加 

２月２０日 落部中学校 １２名参加 
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 （７）生活支援体制整備事業 

 【八雲地域】 

   社会福祉協議会へ事業を委託。 

  ・協議体の開催 ３回（委員１２名） 

  ・住民主体の通いの場の支援  

  ・つどいの場（仮称）の開設 

  ・誰でも座れるイスプロジェクトの支援 

  ・おとんおかんアート展の支援（やくも支え愛隊主催）  

  ・げんき食堂（地域食堂）の支援  

  ・老人クラブの支援 

 【熊石地域】 

・協議体の開催 ７回（委員６名） 

・「くまとも大広場」をうけて、各町内会で支え合いマップ作りを実施。 

 現在、8町内会が支え合いマップの作成を行った。各々の町内会で思考を凝らして、

一人暮らしの方や足の悪い方、車の有無、趣味嗜好等を載せたマップを作成してい

る。それらを基に地域の支えあいや助け合い活動を進めていくことと共に、災害時

にも使用できるマップになっている。個人情報にも最大限配慮して、同意書をとり、

マップ表面の住宅図には数字やマークで表記して、裏面に詳細を記載している町内

会もある。 

マップ作りを通して日常からの地域の支えあいや助け合い活動を考えるきっかけ

と地域力の強化を図ることができた。 

・有償ボランティア「熊石サポートの会」事務局運営、広報活動 

  活動実績は１６回、活動内容は、薪運び、部屋の方づけ、窓ふき、家具の移動、

草取り、冬囲い、部屋の片付けを行った。 

 

（８）介護マーク入り名札配布事業 

   介護者が要介護者の介護を行う際に周囲からの偏見や誤解を受けることがないよう、

介護者に対し介護マーク入り名札を配布する。 【配布者数】４名 

 

（９）成年後見制度利用支援事業 

町長申立支援 【八雲地域 ４件、熊石地域 ３件】 

後見人報酬の助成件数 ４件【八雲地域 ３件、熊石地域 １件】 

 

（１０）在宅医療・介護連携事業 

   地域における医療・介護の関係機関が連携して包括的かつ継続的な在宅医療・介護

を提供することができる地域を作るため、在宅医療・介護連携に関する相談支援を行

った。 
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  〇在宅療養を支える多職種のつどい（八雲保健所との共催）の実施 

   日時：６月２５日  

   参加数：５９名 

   

（１１）地域リハビリテーション活動支援事業 

   介護予防を機能強化するために、リハビリテーション専門職の助言・指導を受ける。 

   ・短期集中型訪問型サービス 【八雲地域 １名、熊石地域 ７名】 

   ・介護予防事業や集いにおける支援 

     熊石地域では、集いの場において、体力測定やフレイル予防講話を行った。 

３か所の集いで２７名の参加があり、虚弱高齢者の把握することができた。 

     八雲地域では、認知症カフェでのリハフラ体験を行った。（１回） 

・ケアマネジャーや事業所への介護指導 【八雲地域 ２回、熊石地域 ５回】 

   ・地域ケア会議における事例検討での助言や情報支援 

【八雲地域 ５回、熊石地域 1１回】 

 

（１２）その他関係機関の事業への参加、協力 

○小規模多機能型ホームやすらぎの里・ユニット型厚生園運営推進会議 

〇グループホームきずな運営推進会議 

  〇緊急通報電話機設置事業打合せ会議 

  〇北渡島檜山保健医療福祉圏域連携推進会議在宅医療専門部会 

  〇医療法人渓仁会が実施した「介護の魅力★フェア」への協力 

   日時：１１月２８日 
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予
算
額
は
補
正
及
び
流
用
後
の
最
終
予
算
額
と
し
た
。

総
合
相
談
・
権
利
擁
護
事
業
費

包
括
的
・
継
続
的
ケ
ア
マ
ネ
支
援

事
業
費

介
護
予
防
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
事

業
費

保
険
事
業
勘
定
　
　
地
域
支
援
事
業
分

一
般

介
護

予
防

事
業

総
合
相
談
・
権
利
擁
護
事
業
費

包
括
的
・
継
続
的
ケ
ア
マ
ネ
支
援

事
業
費

介
護
予
防
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
事

業
費

一
般

介
護

予
防

事
業

保
険
事
業
勘
定
　
　
地
域
支
援
事
業
分

生
活
支
援
体
制
整
備
事
業

生
活
支
援
体
制
整
備
事
業

7



令
和
７
年
度
　
八
雲
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
　
決
算

　 （
歳
入
）

【
単
位
　
千
円
】

科
　
目

年
　
度

予
算
額

決
算
額

対
比

予
算
額

決
算
額

対
比

予
算
額

決
算
額

対
比

予
算
額

決
算
額

対
比

予
算
額

決
算
額

対
比

国
庫
支
出
金

3
,6

7
5

2
,6

1
8

-1
,0

5
7

2
,5

2
7

9
1

8
-1

,6
0

9

道
支
出
金

1
,6

0
9

1
,3

0
9

-3
0

0
1

,2
6

3
4

5
9

-8
0

4

介
護
報
酬

0
0

0
3

,7
8

4
3

,3
0

3
-4

8
1

町
繰
入
金

3
,0

8
0

2
,8

7
4

-2
0

6
2

,7
7

3
1

,0
0

8
-1

,7
6

5

合
　
計

8
,3

6
4

6
,8

0
1

-1
,5

6
3

1
0

,3
4

7
5

,6
8

8
-4

,6
5

9
0

0
0

0
0

0
0

0
0

（
歳
出
） 科
　
目

年
　
度

予
算
額

決
算
額

対
比

予
算
額

決
算
額

対
比

予
算
額

決
算
額

対
比

予
算
額

決
算
額

対
比

予
算
額

決
算
額

対
比

給
料

3
,4

9
9

3
,4

9
9

0
4

,3
4

9
1

,7
7

1
-2

,5
7

8

職
員
手
当
等

2
,6

6
6

1
,7

9
6

-8
7

0
2

,7
1

6
1

,8
0

7
-9

0
9

共
済
費

1
,9

4
9

1
,4

9
9

-4
5

0
1

,8
3

8
8

4
5

-9
9

3

報
償
費

0
0

0
0

0
0

旅
費

0
0

0
0

0
0

需
用
費

9
7

-2
8

7
6

4
-2

3

役
務
費

0
0

0
7

3
1

7
2

6
-5

委
託
料

2
4

1
0

-2
4

1
5

4
9

4
7

5
-7

4

使
用
料
及
び
賃
借
料

0
0

0
0

0
0

備
品
購
入
費

0
0

0
0

0
0

負
担
金
補
助
及
び
交
付
金

0
0

0
7

7
0

-7
7

公
課
費

0
0

0
0

0
0

合
　
計

8
,3

6
4

6
,8

0
1

-1
,5

6
3

1
0

,3
4

7
5

,6
8

8
-4

,6
5

9
0

0
0

0
0

0
0

0
0

＊
予
算
額
は
補
正
及
び
流
用
後
の
最
終
予
算
額
と
し
た
。

認
知

症
総

合
支

援
事

業
介

護
予

防
支

援
事

業
費

保
険
事
業
勘
定
　
地
域
支
援
事
業

サ
ー
ビ
ス
事
業
勘
定

保
険
事
業
勘
定
　
地
域
支
援
事
業

認
知

症
総

合
支

援
事

業
介

護
予

防
支

援
事

業
費

サ
ー
ビ
ス
事
業
勘
定

8



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

令
和
７
年
度
　
熊
石
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
　
決
算

（
歳
入
）

【
単
位
　
千
円
】

科
　
目

年
　
度

予
算
額

決
算
額

対
比

予
算
額

決
算
額

対
比

予
算
額

決
算
額

対
比

予
算
額

決
算
額

対
比

予
算
額

決
算
額

対
比

国
庫
支
出
金

2
,1

1
1

2
,4

4
2

3
3

1
5

1
-4

5
1

1
3

-3
8

2
7

1
2

3
3

-3
8

3
,9

4
9

5
-3

,9
4

4

道
支
出
金

1
,0

5
5

1
,2

2
1

1
6

6
2

0
-2

2
6

6
-2

0
1

3
5

1
0

6
-2

9
1

,4
7

5
2

-1
,4

7
3

支
払
基
金

0
0

0
0

0
0

5
6

1
2

-4
4

2
9

8
2

3
0

-6
8

0
0

0

町
繰
入
金

6
,2

2
2

5
,2

9
8

-
9

2
4

1
5

4
-
1

1
7

3
1

8
-5

5
3

9
1

2
9

4
-9

7
2

,2
3

6
7

-2
,2

2
9

合
　
計

9
,3

8
8

8
,9

6
1

-
4

2
7

2
2

5
-
1

7
2

0
6

4
9

-1
5

7
1

,0
9

5
8

6
3

-2
3

2
7

,6
6

0
1

4
-7

,6
4

6

（
歳
出
） 科
　
目

年
　
度

予
算
額

決
算
額

対
比

予
算
額

決
算
額

対
比

予
算
額

決
算
額

対
比

予
算
額

決
算
額

対
比

予
算
額

決
算
額

対
比

給
料

3
,6

8
5

3
,6

8
5

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

2
,5

5
8

0
-2

,5
5

8

職
員
手
当
等

3
,8

4
5

3
,4

4
2

-
4

0
3

0
0

0
0

0
0

0
0

0
3

,3
0

8
0

-3
,3

0
8

共
済
費

1
,7

7
0

1
,7

5
1

-
1

9
0

0
0

0
0

0
0

0
0

1
,6

9
1

8
-1

,6
8

3

報
償
費

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

6
0

0
-6

0

旅
費

6
3

5
8

-5
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0

需
用
費

5
5

0
5

5
0

1
5

1
3

-2
5

0
5

3
8

9
-1

1
6

4
3

6
-3

7

役
務
費

0
0

0
1

7
0

-
1

7
6

0
3

6
-2

4
4

6
4

6
0

0
0

0

委
託
料

0
0

0
0

0
0

1
3

1
0

-1
3

1
5

3
7

4
2

1
-1

1
6

0
0

0

負
担
金
補
助
及
び
交
付
金

2
0

2
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0

備
品
購
入
費

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0

公
課
費

0
0

0
0

0
0

0
0

0
7

7
0

0
0

0

合
　
計

9
,3

8
8

8
,9

6
1

-
4

2
7

2
2

5
-
1

7
2

0
6

4
9

-1
5

7
1

,0
9

5
8

6
3

-2
3

2
7

,6
6

0
1

4
-7

,6
4

6

＊
予
算
額
は
流
用
後
の
最
終
予
算
額
と
し
た
。

保
険
事
業
勘
定
　
　
地
域
支
援
事
業
分

保
険
事
業
勘
定
　
　
地
域
支
援
事
業
分

総
合
相
談
・
権
利
擁
護
事
業
費

包
括
的
・
継
続
的
ケ
ア
マ
ネ
支
援

事
業
費

介
護
予
防
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
事

業
費

一
般

介
護

予
防

事
業

費
生
活

支
援

体
制

整
備

事
業

生
活

支
援

体
制

整
備

事
業

総
合
相
談
・
権
利
擁
護
事
業
費

包
括
的
・
継
続
的
ケ
ア
マ
ネ
支
援

事
業
費

介
護
予
防
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
事

業
費

一
般

介
護

予
防

事
業

費

9



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

令
和
７
年
度
　
熊
石
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
　
決
算

（
歳
入
）

【
単
位
　
千
円
】

科
　
目

年
　
度

予
算
額

決
算
額

対
比

予
算
額

決
算
額

対
比

予
算
額

決
算
額

対
比

予
算
額

決
算
額

対
比

予
算
額

決
算
額

対
比

国
庫
支
出
金

1
,7

0
1

1
,6

1
7

-
8

4
0

0
0

道
支
出
金

8
5

0
8

0
8

-
4

2
0

0
0

介
護
報
酬

9
1

4
1

,0
2

2
1

0
8

5
,6

6
7

6
,3

1
5

6
4

8

町
繰
入
金

1
,8

6
7

1
,7

7
8

-
8

9
4

,4
1

6
3

,6
7

3
-7

4
3

合
　
計

5
,3

3
2

5
,2

2
5

-
1

0
7

1
0

,0
8

3
9

,9
8

8
-
9

5
0

0
0

0
0

0
0

0
0

（
歳
出
） 科
　
目

年
　
度

予
算
額

決
算
額

対
比

予
算
額

決
算
額

対
比

予
算
額

決
算
額

対
比

予
算
額

決
算
額

対
比

予
算
額

決
算
額

対
比

報
酬

0
0

0
5

,4
1

0
5

,4
0

9
-1

給
料

3
,2

1
0

3
,3

2
8

1
1

8
0

0
0

職
員
手
当
等

9
8

4
1

,0
2

7
4

3
2

,2
5

6
2

,2
5

6
0

共
済
費

9
9

6
8

6
0

-
1

3
6

1
,3

2
1

1
,2

3
6

-
8

5

旅
費

0
0

0
9

8
9

7
-1

需
用
費

1
1

1
0

-1
2

0
1

4
-6

役
務
費

0
0

0
5

8
5

6
-2

委
託
料

1
3

1
0

-
1

3
1

0
0

0

使
用
料
及
び
賃
借
料

0
0

0
8

2
9

8
2

9
0

備
品
購
入
費

0
0

0
0

0
0

負
担
金
補
助
及
び
交
付
金

0
0

0
9

1
9

1
0

合
　
計

5
,3

3
2

5
,2

2
5

-
1

0
7

1
0

,0
8

3
9

,9
8

8
-
9

5
0

0
0

0
0

0
0

0
0

介
護

予
防

支
援

事
業

費
居

宅
介

護
支

援
事

業
費

介
護

予
防

支
援

事
業

費
居

宅
介

護
支

援
事

業
費

サ
ー
ビ
ス
事
業
勘
定

サ
ー
ビ
ス
事
業
勘
定
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1
. 

令
和

７
年

度
地

域
包

括
支

援
セ

ン
タ

ー
事

業
評

価
結

果
に

つ
い

て

八
雲
町

全
国
実
施
割
合

八
雲

地
域

包
括

支
援

セ
ン

タ
ー

熊
石

地
域

包
括

支
援

セ
ン

タ
ー

全
国

実
施

割
合

A
市

町
村

お
よ

び
日

常
生

活
圏

域
の
高
齢
者
等
に
関
す
る
分
析
結
果
や
地
域
課
題
等
を
も
と

に
、

セ
ン

タ
ー

数
や

設
置

形
態

等
を
協
議
し
見
直
し
て
い
る
か

×
63

.9
%

A
人

口
動

態
、

市
町

村
が

行
う

介
護

予
防

・
日

常
生

活
圏

域
ニ

ー
ズ

調
査

、
在

宅
介

護
実

態
調

査
の

結
果

等
の

量
的

デ
ー

タ
に

よ
っ

て
、

地
域

の
高

齢
者

に
係

る
現

状
や

将
来

の
状
況

等
を

把
握

し
て

い
る

か
◯

◯
9
4
.
4
%

B
市

町
村

に
お

け
る

介
護

保
険

事
業
全
体
の
取
組
状
況
を
踏
ま
え
、
セ
ン
タ
ー
が
担
う
業
務
を

協
議

し
て

い
る

か
×

78
.6

%
B

介
護

保
険

事
業

計
画

、
老

人
福

祉
計

画
、

地
域

福
祉

計
画

等
か

ら
、

地
域

の
高

齢
者
に

係
る

課
題

等
を

把
握

し
て

い
る

か
◯

◯
9
3
.
2
%

C
市

町
村

の
総

合
評

価
結

果
や

評
価
分
野
別
評
価
結
果
を
も
と
に
、
セ
ン
タ
ー
機
能
を
強
化
す

る
た

め
の

取
組

の
見

直
し

を
行

っ
て
い
る
か

×
65

.5
%

C
セ

ン
タ

ー
が

行
う

実
態

調
査

に
よ

っ
て

、
担

当
圏

域
の

現
状

や
ニ

ー
ズ

を
把

握
し

て
い

る
か

×
×

7
0
.
4
%

D
【

市
町

村
に

よ
り

選
択

】
セ

ン
タ

ー
の

機
能

や
実

績
を

踏
ま
え
て
、
包
括
的
支
援
体
制
に
お
け
る
役
割
等
を
決
め
て
い

る
か

×
39

.4
%

D
相

談
内

容
や

地
域

ケ
ア

会
議

等
の

内
容

を
分

析
し

、
担

当
圏

域
の

地
域

課
題

を
把

握
し

て
い

る
か

◯
◯

9
5
.
3
%

0
2.

1
3

3
3
.
5

0.
0%

68
.7

%
7
5
.
0
%

7
5
.
0
%

8
8
.
3
%

A
（

各
）

セ
ン

タ
ー

の
総

合
評

価
結
果
や
評
価
分
野
別
評
価
結
果
を
も
と
に
、
セ
ン
タ
ー
機
能

を
強

化
す

る
た

め
、

セ
ン

タ
ー

ご
と
の
運
営
方
針
や
支
援
・
指
導
方
針
を
協
議
し
て
い
る
か

×
70

.4
%

A
市

町
村

が
定

め
る

セ
ン

タ
ー

の
事

業
の

実
施

方
針

の
内

容
に

沿
っ

て
、

セ
ン

タ
ー

の
事

業
計

画
を

策
定

し
て

い
る

か
◯

◯
9
5
.
2
%

B
前

年
度

の
評

価
結

果
に

関
す

る
運
営
協
議
会
で
の
検
討
を
踏
ま
え
て
、
セ
ン
タ
ー
の
事
業
の

実
施

方
針

や
支

援
・

指
導

方
針

を
策
定
し
て
い
る
か

◯
72

.4
%

B
当

該
年

度
の

セ
ン

タ
ー

の
事

業
計

画
に

、
前

年
度

の
事

業
評

価
に

お
け

る
課

題
へ

の
適

切
な

対
応

策
を

含
め

て
い

る
か

◯
◯

9
3
.
5
%

C
セ

ン
タ

ー
が

実
施

方
針

に
則

っ
た
事
業
運
営
が
で
き
る
よ
う
に
、
運
営
予
算
を
毎
年
見
直

し
、

確
保

し
て

い
る

か
◯

84
.7

%
C

市
町

村
の

実
施

方
針

や
担

当
圏

域
の

地
域

課
題

等
を

踏
ま

え
、

セ
ン

タ
ー

の
事

業
計
画

に
重

点
目

標
を

設
定

し
て

い
る

か
◯

◯
8
7
.
2
%

D
年

度
ご

と
の

セ
ン

タ
ー

の
事

業
計
画
の
策
定
に
あ
た
り
、
セ
ン
タ
ー
と
協
議
を
行
っ
て
い
る

か
×

83
.1

%
D

セ
ン

タ
ー

の
事

業
計

画
の

重
点

目
標

に
基

づ
い

て
達

成
状

況
を

分
析

し
、

必
要

な
業
務

改
善

を
行

っ
て

い
る

か
◯

◯
8
7
.
8
%

A
セ

ン
タ

ー
の

人
材

確
保

や
定

着
を
進
め
る
た
め
の
取
組
を
行
っ
て
い
る
か

◯
69

.3
%

A
セ

ン
タ

ー
長

等
の

責
任

者
の

役
割

を
文

書
で

明
確

に
示

し
、

職
員

に
周

知
し

て
い

る
か

◯
◯

8
0
.
5
%

B
評

価
結

果
や

ヒ
ア

リ
ン

グ
な

ど
か
ら
セ
ン
タ
ー
の
ニ
ー
ズ
を
把
握
し
、
そ
れ
を
も
と
に
セ
ン

タ
ー

職
員

の
資

質
向

上
の

た
め

の
研
修
を
計
画
し
て
い
る
か

◯
63

.1
%

B
セ

ン
タ

ー
の

事
業

計
画

を
共

有
す

る
会

議
等

の
機

会
を

設
け

、
こ

れ
に

基
づ

く
職

員
個

々
の

取
組

内
容

を
確

認
し

て
い

る
か

×
◯

9
4
.
6
%

C
セ

ン
タ

ー
の

業
務

効
率

化
を

目
的
に
、
セ
ン
タ
ー
業
務
に
IC

Tを
導
入
し
て
い
る
か

(詳
細

は
*1
)

◯
57

.0
%

C
セ

ン
タ

ー
の

業
務

量
を

把
握

し
た

う
え

で
、

業
務

の
最

適
化

を
図

る
た

め
の

対
応

を
行

な
っ

て
い

る
か

×
◯

8
3
.
7
%

D
【

市
町

村
に

よ
り

選
択

】
セ

ン
タ

ー
の

人
員

確
保

の
現

状
を
踏
ま
え
、
複
数
圏
域
で
合
算
し
た
３
職
種
の
配
置
と
す
る

な
ど

柔
軟

な
職

員
配

置
に

取
り

組
ん
で
い
る
か

(詳
細
は
*2

)
◯

89
.0

%
D

特
定

の
職

員
に

業
務

が
偏

ら
ず

、
チ

ー
ム

ア
プ

ロ
ー

チ
を

推
進

す
る

た
め

に
業

務
分

担
の

ル
ー

ル
や

仕
組

み
づ

く
り

を
行

な
っ

て
い

る
か

◯
◯

9
0
.
8
%

E
【

市
町

村
に

よ
り

選
択

】
セ

ン
タ
ー

業
務
に

IC
Tを

活
用
す

る
な

ど
、

セ
ン
タ

ー
の
業

務
効

率
化
に

取
り

組
ん

で
い

る
か

（
詳

細
は

**
1）

◯
◯

8
4
.
7
%

A
市

町
村

の
広

報
紙

と
ホ

ー
ム

ペ
ー
ジ
な
ど
で
セ
ン
タ
ー
を
周
知
し
て
い
る
か

◯
95

.9
%

A
セ

ン
タ

ー
の

人
材

確
保

や
定

着
を

進
め

る
た

め
の

取
組

を
行

っ
て

い
る

か
◯

◯
9
4
.
8
%

B
介

護
サ

ー
ビ

ス
情

報
公

表
シ

ス
テ
ム
で
セ
ン
タ
ー
を
周
知
し
て
い
る
か

◯
64

.2
%

B
セ

ン
タ

ー
に

在
籍

す
る

全
て

の
職

員
に

対
し

て
、

セ
ン

タ
ー

ま
た

は
受

託
法

人
が

、
職

場
で

研
修

を
実

施
し

て
い

る
か

◯
◯

9
3
.
8
%

C
そ

の
他

、
対

象
に

応
じ

た
様

々
な
方
法
で
セ
ン
タ
ー
を
周
知
し
て
い
る
か

◯
36

.2
%

C
セ

ン
タ

ー
に

在
籍

す
る

全
て

の
職

員
が

、
計

画
的

に
職

場
で

の
仕

事
を

離
れ
て

研
修

（
O
f
f
-

JT
）

に
参

加
で

き
る

よ
う

に
し

て
い

る
か

◯
◯

9
0
.
7
%

D
【

市
町

村
に

よ
り

選
択

】
セ

ン
タ

ー
の

認
知

度
を

踏
ま

え
て
効
果
的
な
周
知
を
計
画
し
て
い
る
か

×
28

.4
%

D
セ

ン
タ

ー
に

在
籍

す
る

全
て

の
職

員
に

対
し

て
、

セ
ン

タ
ー

ま
た

は
受

託
法

人
が

、
メ

ン
タ

ル
ヘ

ル
ス

対
策

を
実

施
し

て
い

る
か

◯
◯

9
1
.
2
%

E
【

市
町

村
に

よ
り

選
択

】
ス

ー
パ

ー
ビ

ジ
ョ

ン
ま

た
は

コ
ン

サ
ル

テ
ー

シ
ョ

ン
が

受
け

ら
れ

る
体

制
を

整
え

て
い

る
か

◯
◯

7
4
.
8
%

2.
 組

織
・

運
営

体
制

2

評
価

結
果

お
よ

び
そ

れ
を

も
と

に
し

た
運

営
協
議

会
の

議
論

や
セ

ン
タ

ー
と

の
協
議

を
踏

ま
え

て
、

事
業

の
実

施
方
針

や
支

援
・

指
導

方
針

を
策

定
し
、

そ
れ

を
実

施
で

き
る

予
算

を
確
保

す
る

2

市
町
村
の
実
施
方

針
に

従
っ

て
、

地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ

ー
の

機
能

強
化
に
向
け
た
事

業
計

画
を

作
成

し
、
必
要
に
応
じ

て
業

務
改

善
を

図
る

3

実
施

方
針

に
基

づ
い

て
セ

ン
タ

ー
が

効
果

的
に
運

営
で

き
る

よ
う

に
、

人
員

配
置

や
人

材
育

成
に

取
り

組
む

3

Ⅰ
　
目
　
的

　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、
地
域
住
民
の
心
身
の
健
康
の
保
持
及
び
生
活
の
安
定
の
た
め
に
必
要
な
援
助
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
そ
の
保
健
医
療
の
向
上
及
び
福
祉
の
増
進
を
包
括
的
に
支
援
す
る
こ
と
を
目
的
と

す
る
機
関
で
あ
る
。

　
セ
ン
タ
ー
が
地
域
に
お
い
て
求
め
ら
れ
る
機
能
を
十
分
に
発
揮
す
る
た
め
に
は
、
人
員
体
制
及
び
業
務
の
状
況
を
定
期
的
に
把
握
・
評
価
し
、
そ
の
結
果
を
踏
ま
え
て
、
セ
ン
タ
ー
の
設
置
者
及
び
市
町
村
が
事
業
の
質

の
向
上
の
た
め
の
必
要
な
改
善
を
図
っ
て
い
くこ
と
が
重
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
介
護
保
険
法
に
お
い
て
事
業
の
実
施
状
況
に
つ
い
て
評
価
を
行
う
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

　
令
和
７
度
か
ら
事
業
評
価
指
標
が
見
直
さ
れ
新
指
標
に
よ
る
評
価
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

市
町

村
セ

ン
タ

ー

1.
 地

域
包

括
ケ

ア
シ

ス
テ

ム
の

構
築

・
推

進

1

市
町

村
の

目
指

し
て

い
る

地
域

包
括

ケ
ア

シ
ス
テ

ム
の

構
築

に
お

い
て

、
市

町
村
が

計
画

的
に

セ
ン

タ
ー

を
活

用
す

る

1

市
町
村
全
体
を
踏

ま
え

た
担

当
圏

域
の
現
状
お
よ
び

将
来

像
や

ニ
ー

ズ
を
把
握
す
る

平
均

点
数

・
個

数
（

必
須

項
目

[白
色

セ
ル
]の

み
カ
ウ
ン
ト
）

平
均

点
数

・
個

数
（

必
須

項
目

[白
色

セ
ル

]の
み

カ
ウ

ン
ト

）

セ
ン
タ
ー
が
効
果

的
に

運
営

で
き

る
よ
う
に
、
組
織

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

を
行
う

4

高
齢

者
等

が
必

要
な

時
に

セ
ン

タ
ー

を
利

用
で

き
る

よ
う

に
、

セ
ン

タ
ー

の
周
知

を
行

う

4

セ
ン
タ
ー
職
員
の

人
材

確
保

お
よ

び
育
成
を
図
る

平
均

点
数

・
％

（
必

須
項

目
[白

色
セ

ル
]の

み
カ
ウ
ン
ト
）

平
均

点
数

・
％

（
必

須
項

目
[白

色
セ

ル
]の

み
カ

ウ
ン

ト
）

11



【
市

町
村

に
よ

り
選

択
】

＊
中

間
ア
ウ
ト
カ
ム
指
標
＊

地
域

包
括

支
援

セ
ン

タ
ー

の
認

知
度
を
指
標
と
し
て
採
用
　

(詳
細
は
*3

)
-

A
個

人
情

報
保

護
に

関
す

る
市

町
村

の
取

扱
方

針
に

従
っ

て
、

セ
ン

タ
ー

が
個

人
情

報
保

護
マ

ニ
ュ

ア
ル

（
個

人
情

報
保

護
方

針
）

を
整

備
し

て
い

る
か

◯
◯

9
5
.
0
%

セ
ン

タ
ー

の
認

知
度

を
日

常
生

活
圏
域
ニ
ー
ズ
調
査
で
把
握
し
て
い
る
場
合
の
割
合

-
46

.4
±
18

.1
%

B
個

人
情

報
の

持
出

･開
示

時
は

､管
理

簿
へ

の
記

載
と

確
認

を
行

っ
て

い
る

か
◯

◯
7
9
.
0
%

A
個

人
情

報
保

護
に

関
す

る
市

町
村
の
取
扱
方
針
を
セ
ン
タ
ー
と
共
有
し
て
い
る
か

◯
94

.8
%

C
市

町
村

の
方

針
に

沿
っ

て
、

個
人

情
報

漏
え

い
と

セ
ン

タ
ー

が
受

け
た

苦
情

に
対

し
て

、
対

処
お

よ
び

市
町

村
へ

の
報

告
（

共
有

）
の

体
制

を
構

築
し

て
い

る
か

◯
◯

9
2
.
0
%

B
個

人
情

報
漏

え
い

が
起

こ
っ

た
際
の
対
応
策
を
セ
ン
タ
ー
と
共
有
し
て
い
る
か

〇
85

.1
%

D
セ

ン
タ

ー
へ

の
苦

情
内

容
を

も
と

に
業

務
を

改
善

し
て

い
る

か
◯

◯
9
9
.
0
%

C
苦

情
内

容
の

記
録

等
、

苦
情

対
応
に
関
す
る
市
町
村
の
方
針
を
セ
ン
タ
ー
と
共
有
し
て
い
る

か
〇

87
.3

%
E

【
市

町
村

に
よ

り
選

択
】

セ
ン

タ
ー

に
対

す
る

利
用

者
や

家
族

か
ら

の
カ

ス
タ

マ
ー

・
ハ

ラ
ス

メ
ン

ト
に

適
切
に

対
応

す
る

体
制

を
セ

ン
タ

ー
と

し
て

整
備

し
て

い
る

か
◯

◯
7
9
.
1
%

D
利

用
者

や
家

族
か

ら
の

カ
ス

タ
マ
ー
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
に
セ
ン
タ
ー
が
対
応
で
き
る
よ
う
支

援
し

て
い

る
か

 
(詳

細
は

*4
)

〇
71

.6
%

セ
ン

タ
ー

指
標

の
「

２
．

組
織

・
運
営
体
制
」
に
関
す
る
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
指
標
ま
た
は
中
間

ア
ウ

ト
カ

ム
指

標
を

市
町

村
が

設
定
し
て
い
る
か

-
6

【
市

町
村

に
よ

り
選

択
】

＊
中

間
ア

ウ
ト

カ
ム

指
標

＊
セ

ン
タ

ー
職

員
の

定
着

率
（

平
均

±
標

準
偏

差
）

1
0
0

1
0
0

→
　

設
定

し
て

い
る

場
合

、
具

体
的
に
指
標
を
記
入

0 12
10

.3
1
4

1
6

1
4
.
5

85
.
7%

73
.9

%
8
7
.
5
%

1
0
0
.
0
%

9
0
.
5
%

A
総

合
相

談
支

援
事

業
に

関
す

る
セ
ン
タ
ー
の
後
方
支
援
体
制
を
構
築
し
て
い
る
か

(詳
細

は
*5
)

◯
90

.0
%

A
地

域
に

お
け

る
関

係
機

関
・

関
係

者
の

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

に
つ

い
て

、
構

成
員

、
連

絡
先

、
特

性
等

に
関

す
る

情
報

を
マ

ッ
プ

ま
た

は
リ

ス
ト

で
管

理
し

て
い

る
か

◯
◯

9
4
.
8
%

B
セ

ン
タ

ー
に

対
し

て
、

夜
間

・
早
朝
ま
た
は
平
日
以
外
の
窓
口
（
連
絡
先
）
の
設
置
を
義
務

づ
け

、
市

町
村

や
セ

ン
タ

ー
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
周
知
し
て
い
る
か

◯
72

.5
%

B
気

に
な

る
高

齢
者

等
に

関
し

て
、

関
係

機
関

、
民

生
委

員
、

地
域

住
民

か
ら

連
絡

が
寄

せ
ら

れ
る

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

体
制

を
構

築
し

て
い

る
か

◯
◯

9
9
.
7
%

C
セ

ン
タ

ー
か

ら
の

相
談

事
例

に
関
す
る
支
援
要
請
に
対
応
し
て
い
る
か

◯
97

.1
%

C
相

談
経

路
を

分
析

し
て

、
高

齢
者

等
へ

の
支

援
に

必
要

な
新

た
な

支
援

機
関

等
と

連
携

し
て

い
る

か
×

×
9
5
.
4
%

D
市

町
村

レ
ベ

ル
の

関
係

団
体

（
民
生
委
員
等
）
の
会
議
に
定
期
的
に
参
加
し
て
い
る
か

×
88

.1
%

D
【

市
町

村
に

よ
り

選
択

】
高

齢
者

福
祉

分
野

以
外

の
関

係
機

関
・

関
係

者
と

意
見

交
換

す
る

機
会

を
設

け
る

な
ど

、
分

野
を

横
断

し
た

新
た

な
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
を

構
築

し
て

い
る

か
×

×
9
2
.
0
%

E
【

市
町

村
に

よ
り

選
択

】
日

常
生

活
圏

域
ご

と
の

相
談

支
援
ニ
ー
ズ
等
を
セ
ン
タ
ー
が
効
果
的
に
受
け
止
め
ら
れ
る
よ

う
ブ

ラ
ン

チ
等

を
戦

略
的

に
活

用
し
て
い
る
か

×
20

.1
%

A
セ

ン
タ

ー
に

お
け

る
相

談
事

例
の
分
類
方
法
を
定
め
、
相
談
件
数
や
相
談
内
容
の
特
徴
を
把

握
し

て
い

る
か

◯
96

.4
%

A
相

談
事

例
の

分
類

方
法

に
沿

っ
て

、
１

年
間

の
相

談
件

数
等

を
市

町
村

に
報

告
し

て
い

る
か

（
詳

細
は

**
2,

3）
◯

◯
9
9
.
1
%

B
セ

ン
タ

ー
が

対
応

し
た

家
族

介
護
者
等
か
ら
の
相
談
に
つ
い
て
、
相
談
件
数
や
相
談
内
容
の

特
徴

を
把

握
し

て
い

る
か

◯
93

.1
%

B
相

談
事

例
の

終
結

条
件

を
、

市
町

村
と

共
有

し
て

い
る

か
◯

◯
7
7
.
1
%

C
セ

ン
タ

ー
と

協
議

し
つ

つ
、

セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
受
け
た
相
談
事
例
の
終
結
条
件
を
定
め
て

い
る

か
◯

56
.6

%
C

相
談

事
例

の
解

決
の

た
め

に
、

市
町

村
へ

の
支

援
を

要
請

し
、

そ
の

要
請

に
対

し
市
町

村
か

ら
後

方
支

援
を

得
て

い
る

か
◯

◯
9
9
.
2
%

D
【

市
町

村
に

よ
り

選
択

】
セ

ン
タ

ー
に

お
け

る
相

談
件

数
や
相
談
内
容
を
分
析
し
て
、
そ
の
分
析
結
果
を
も
と
に
相
談

支
援

体
制

を
改

善
し

て
い

る
か

×
38

.8
%

D
相

談
内

容
を

分
析

し
て

、
対

応
ル

ー
ル

の
作

成
や

研
修

の
開

催
等

を
行

い
、

職
員

の
実

践
力

の
向

上
に

活
か

し
て

い
る

か
◯

◯
8
3
.
7
%

A
夜

間
・

早
朝

の
窓

口
ま

た
は

平
日

以
外

の
窓

口
（

連
絡

先
）

を
設

置
し

て
住

民
に

周
知

し
、

家
族

介
護

者
等

が
相

談
し

や
す

い
環

境
を

整
え

て
い

る
か

◯
◯

8
8
.
5
%

B
支

援
が

必
要

な
家

族
介

護
者

を
早

期
に

発
見

す
る

た
め

の
取

組
を

行
っ

て
い

る
か

。
◯

◯
9
2
.
8
%

C
家

族
介

護
者

に
対

す
る

ア
セ

ス
メ

ン
ト

を
行

い
、

状
態

や
ニ

ー
ズ

に
応

じ
て

適
切

な
社

会
資

源
に

関
す

る
情

報
を

提
供

し
て

い
る

か
◯

◯
9
6
.
7
%

D
家

族
介
護

者
か
ら

の
相
談

に
つ

い
て

､
相
談

件
数
や

相
談

内
容

を
記

録
等

に
残

し
て

取
り

ま
と

め
て

い
る

か
◯

◯
9
7
.
0
%

E
【

市
町

村
に

よ
り

選
択

】
家

族
介

護
者

に
対

す
る

予
防

的
な

取
組

を
行

な
っ

て
い

る
か

◯
◯

8
0
.
9
%

2.
 組

織
・

運
営

体
制

9

家
族
介
護
者
支
援

に
取

り
組

む

7

セ
ン

タ
ー

指
標

の
「

２
．

組
織

・
運

営
体

制
」
に

関
す

る
ア

ウ
ト

プ
ッ

ト
指

標
ま

た
は

中
間

ア
ウ

ト
カ

ム
指

標
を
市

町
村

が
設

定
す

る

平
均

点
数

・
個

数
（

必
須

項
目

[白
色

セ
ル
]の

み
カ
ウ
ン
ト
）

平
均

点
数

・
個

数
（

必
須

項
目

[白
色

セ
ル

]の
み

カ
ウ

ン
ト

）

平
均

点
数

・
％

（
必

須
項

目
[白

色
セ

ル
]の

み
カ
ウ
ン
ト
）

平
均

点
数

・
％

（
必

須
項

目
[白

色
セ

ル
]の

み
カ

ウ
ン

ト
）

5

5

市
町
村
が
示
し
て

い
る

個
人

情
報

の
取
扱
方
針
や
苦

情
対

応
方

針
に

従
い
、
セ
ン
タ
ー

に
お

い
て

適
切

に
対
応
す
る
体
制

を
整

え
実

践
す

る

6

セ
ン

タ
ー

が
個

人
情

報
保

護
等

に
留

意
し

な
が
ら

運
営

で
き

る
よ

う
に

体
制

支
援
を

行
う

3.
 総

合
相

談
支

援
事

業

8

セ
ン

タ
ー

が
総

合
相

談
支

援
事

業
を

適
切

に
実
践

で
き

る
よ

う
、

総
合

相
談

支
援
体

制
の

構
築

に
取

り
組

む

7

地
域
包
括
支
援
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
を

構
築
す
る

9

セ
ン

タ
ー

に
お

け
る

相
談

件
数

や
相

談
内

容
を
把

握
し

て
、

相
談

支
援

体
制

の
改
善

を
図

る

8

市
町
村
と
相
談
事

例
を

共
有

・
分

析
し
、
支
援
に
活

か
す

12



A
相

談
者

と
と

も
に

複
合

的
課

題
を

整
理

し
て

ニ
ー

ズ
を

明
確

に
し

て
い

る
か

◯
◯

9
5
.
1
%

B
ニ

ー
ズ

に
応

じ
て

適
切

な
社

会
資

源
に

つ
な

げ
、

必
要

に
応

じ
て

つ
な

げ
た

社
会

資
源

と
協

働
し

て
い

る
か

◯
◯

9
7
.
6
%

C
相

談
内

容
を

整
理

し
て

、
複

合
的

な
課

題
を

持
つ

世
帯

数
・

人
数

・
内

容
等

の
実

態
を

把
握

し
て

い
る

か
（

詳
細

は
**

4）
×

×
7
1
.
7
%

D
相

談
内

容
を

分
析

し
て

、
複

合
的

な
課

題
を

持
つ

世
帯

の
相

談
対

応
の

改
善

に
活

か
し

て
い

る
か

×
×

7
9
.
8
%

セ
ン

タ
ー

指
標

の
「

３
．

総
合

相
談
支
援
事
業
」
に
関
す
る
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
指
標
ま
た
は
中

間
ア

ウ
ト

カ
ム

指
標

を
市

町
村

が
設
定
し
て
い
る
か

-
11

【
市

町
村

に
よ

り
選

択
】

＊
ア

ウ
ト

プ
ッ

ト
指

標
＊

高
齢

者
福

祉
分

野
以

外
の

機
関

か
ら

の
照

会
件

数
：

（
平

均
±

標
準

偏
差

）
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
 
 
（

中
央

値
 
[
四

分
位

範
囲

]
）

→
し

て
い

る
場

合
、

具
体

的
に

指
標
を
記
入

0
12

【
市

町
村

に
よ

り
選

択
】

＊
ア

ウ
ト

プ
ッ

ト
指

標
＊

１
年

間
の

相
談

件
数

2
3
2

8
2

13
【

市
町

村
に

よ
り

選
択

】
＊

ア
ウ

ト
プ

ッ
ト

指
標

＊
支

援
を

拒
否

す
る

高
齢

者
等

へ
の

ア
ウ

ト
リ

ー
チ

の
ケ

ー
ス

数

6
5.

9
1
2

1
2

1
3
.
7

85
.7

%
84

.8
%

8
0
.
0
%

8
0
.
0
%

9
1
.
1
%

A
成

年
後

見
制

度
の

市
町

村
長

申
立
て
に
関
す
る
判
断
基
準
を
セ
ン
タ
ー
と
共
有
し
て
い
る
か

◯
83

.9
%

A
市

町
村

か
ら

共
有

さ
れ

て
い

る
成

年
後

見
制

度
の

市
町

村
長

申
立

て
に

関
す

る
判

断
基

準
を

確
認

し
て

い
る

か
◯

◯
8
0
.
6
%

B
高

齢
者

虐
待

事
例

及
び

高
齢

者
虐
待
が
疑
わ
れ
る
事
例
へ
の
対
応
の
流
れ
を
整
理
し
、
セ
ン

タ
ー

と
共

有
し

て
い

る
か

◯
95

.3
%

B
消

費
者

被
害

に
関

す
る

情
報

を
、

民
生

委
員

、
介

護
支

援
専

門
員

、
ホ

ー
ム

ヘ
ル

パ
ー

等
へ

提
供

し
て

い
る

か
◯

◯
8
3
.
1
%

C
セ

ン
タ

ー
ま

た
は

市
町

村
が

開
催
す
る
高
齢
者
虐
待
防
止
に
関
す
る
情
報
共
有
、
議
論
及
び

報
告

等
を

行
う

会
議

に
お

い
て

、
高
齢
者
虐
待
事
例
へ
の
対
応
策
を
検
討
し
て
い
る
か

◯
97

.0
%

C
消

費
者

被
害

に
関

し
、

セ
ン

タ
ー

が
受

け
た

相
談

内
容

に
つ

い
て

、
消

費
生

活
に

関
す

る
相

談
窓

口
ま

た
は

警
察

等
と

連
携

の
上

、
適

切
に

対
応

し
て

い
る

か
◯

◯
9
5
.
3
%

D
消

費
生

活
に

関
す

る
相

談
窓

口
及
び
警
察
に
対
し
て
、
セ
ン
タ
ー
と
の
連
携
に
つ
い
て
の
協

力
依

頼
を

行
っ

て
い

る
か

×
71

.9
%

D
高

齢
者

虐
待

事
例

お
よ

び
高

齢
者

虐
待

が
疑

わ
れ

る
事

例
へ

の
対

応
の

流
れ

に
つ

い
て

、
市

町
村

と
共

有
し

て
い

る
か

◯
◯

9
8
.
6
%

E
セ

ン
タ

ー
ま

た
は

市
町

村
が

開
催

す
る

高
齢

者
虐

待
防

止
に

関
す

る
情

報
共

有
、

議
論

、
報

告
等

を
行

う
会

議
に

お
い

て
、

高
齢

者
虐

待
事

例
へ

の
対

応
策

を
検

討
し

て
い

る
か

◯
◯

9
8
.
2
%

F
【

市
町

村
に

よ
り

選
択

】
セ

ン
タ

ー
に

在
籍

す
る

す
べ

て
の

職
員

が
高

齢
者

等
の

権
利

擁
護

に
関

す
る

研
修

を
受

講
し

て
い

る
か

×
×

8
2
.
2
%

セ
ン

タ
ー

指
標

の
「

４
．

権
利

擁
護
事
業
」
に
関
す
る
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
指
標
ま
た
は
中
間
ア

ウ
ト

カ
ム

指
標

を
市

町
村

が
設

定
し
て
い
る
か

×
15

【
市

町
村

に
よ

り
選

択
】

＊
ア

ウ
ト

プ
ッ

ト
指

標
＊

権
利

擁
護

に
関

す
る

相
談

件
数

9
1

→
　

設
定

し
て

い
る

場
合

、
具

体
的
に
指
標
を
記
入

0
16

【
市

町
村

に
よ

り
選

択
】

＊
ア

ウ
ト

プ
ッ

ト
指

標
＊

成
年

後
見

制
度

の
申

立
て

支
援

件
数

3
2

3
3.

5
5

5
4
.
6

75
.0

%
87

.0
%

1
0
0
.
0
%

1
0
0
.
0
%

9
1
.
0
%

（
*6

: 
指

標
に

な
い

が
調

査
票

あ
り

）

10

複
合
的
な
課
題
を

持
つ

世
帯

の
相

談
に
適
切
に
対
応

す
る

（
総
合
相
談
の
一

部
委

託
に

つ
い

て
**

5）

指
標

と
し

て
採

用
な

し

3.
 総

合
相

談
支

援
事

業

10

セ
ン

タ
ー

指
標

の
「

３
．

総
合

相
談

支
援

事
業
」

に
関

す
る

ア
ウ

ト
プ

ッ
ト

指
標
ま

た
は

中
間

ア
ウ

ト
カ

ム
指

標
を
市

町
村

が
設

定
す

る

平
均

点
数

・
個

数
（

必
須

項
目

[白
色

セ
ル
]の

み
カ
ウ
ン
ト
）

平
均

点
数

・
個

数
（

必
須

項
目

[白
色

セ
ル

]の
み

カ
ウ

ン
ト

）

平
均

点
数

・
％

（
必

須
項

目
[白

色
セ

ル
]の

み
カ
ウ
ン
ト
）

平
均

点
数

・
％

（
必

須
項

目
[白

色
セ

ル
]の

み
カ

ウ
ン

ト
）

11

セ
ン

タ
ー

が
権

利
擁

護
事

業
を

遂
行

す
る

た
め
の

体
制

構
築

に
取

り
組

む

14

高
齢
者
等
の
権
利

擁
護

の
た

め
の

普
及
啓
発
や
対
応

を
行

う

12

セ
ン

タ
ー

指
標

の
「

４
．

権
利

擁
護

事
業

」
に
関

す
る

ア
ウ

ト
プ

ッ
ト

指
標

ま
た
は

中
間

ア
ウ

ト
カ

ム
指

標
を

市
町
村

が
設

定
す

る

平
均

点
数

・
個

数
（

必
須

項
目

[白
色

セ
ル
]の

み
カ
ウ
ン
ト
）

平
均

点
数

・
個

数
（

必
須

項
目

[白
色

セ
ル

]の
み

カ
ウ

ン
ト

）

平
均

点
数

・
％

（
必

須
項

目
[白

色
セ

ル
]の

み
カ
ウ
ン
ト
）

平
均

点
数

・
％

（
必

須
項

目
[白

色
セ

ル
]の

み
カ

ウ
ン

ト
）

4.
 権

利
擁

護
事

業

指
標

と
し

て
採

用
な

し

13



A
日

常
生

活
圏

域
ご

と
の

居
宅

介
護
支
援
事
業
所
の
デ
ー
タ
（
事
業
所
ご
と
の
主
任
介
護
支
援

専
門

員
・

介
護

支
援

専
門

員
の

人
数
等
）
を
把
握
し
、
セ
ン
タ
ー
に
情
報
提
供
し
て
い
る
か

◯
80

.1
%

A
担

当
圏

域
に

お
け

る
居

宅
介

護
支

援
事

業
所

の
デ

ー
タ

（
事

業
所

ご
と

の
主

任
介

護
支

援
専

門
員

、
介

護
支

援
専

門
員

の
人

数
等

）
を

把
握

し
て

い
る

か
◯

◯
9
2
.
7
%

B
介

護
支

援
専

門
員

を
対

象
に

、
包
括
的
・
継
続
的
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
行
う
た
め
の
課
題

や
支

援
な

ど
に

関
す

る
ア

ン
ケ

ー
ト
や
意
見
収
集
を
行
い
、
セ
ン
タ
ー
に
情
報
提
供
を
行
っ

て
い

る
か

◯
55

.0
%

B
介

護
支

援
専

門
員

か
ら

受
け

た
相

談
事

例
の

内
容

を
整

理
・

分
類

・
件

数
を

把
握

し
た

上
で

、
研

修
会

、
事

例
検

討
会

、
地

域
ケ

ア
会

議
等

を
開

催
し

て
い

る
か

◯
◯

8
9
.
9
%

C
地

域
の

介
護

支
援

専
門

員
の

実
践
力
向
上
を
図
る
こ
と
な
ど
を
目
的
と
し
た
、
地
域
ケ
ア
会

議
や

事
例

検
討

等
を

行
う

こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
、
セ
ン
タ
ー
職
員
を
対
象
と
し
た
研
修
会

を
開

催
し

て
い

る
か

◯
59

.3
%

C
担

当
圏

域
の

介
護

支
援

専
門

員
の

ニ
ー

ズ
に

基
づ

い
て

、
多

様
な

関
係

機
関

・
関

係
者

（
例

：
医

療
機

関
や

地
域

に
お

け
る

様
々

な
社

会
資

源
な

ど
）

と
の

意
見

交
換

の
場
を

設
け

て
い

る
か

×
×

8
8
.
7
%

D
セ

ン
タ

ー
が

介
護

支
援

専
門

員
か
ら
受
け
た
相
談
事
例
の
内
容
を
整
理
・
分
類
し
、
経
年
的

に
件

数
を

把
握

す
る

と
と

も
に

、
そ
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
介
護
支
援
専
門
員
を
対
象
と
し
た

研
修

会
等

を
計

画
し

て
い

る
か

×
60

.9
%

D
介

護
支

援
専

門
員

が
円

滑
に

業
務

を
行

う
こ

と
が

で
き

る
よ

う
、

地
域

住
民

に
対

し
て

介
護

予
防

・
自

立
支

援
に

関
す

る
意

識
の

共
有

を
図

る
た

め
の

出
前

講
座

等
を

開
催

し
て

い
る

か
◯

◯
8
9
.
0
%

E
介

護
支

援
専

門
員

の
ニ

ー
ズ

に
基
づ
い
て
、
多
様
な
関
係
機
関
・
関
係
者
（
例
：
医
療
機
関

や
地

域
に

お
け

る
様

々
な

社
会

資
源
な
ど
）
と
の
意
見
交
換
の
場
を
市
町
村
が
設
け
て
い
る

か
◯

83
.7

%
E

介
護

支
援

専
門

員
を

対
象

に
し

た
研

修
会

や
事

例
検

討
会

等
の

開
催

計
画

を
策

定
し
、

年
度

当
初

に
指

定
居

宅
介

護
支

援
事

業
所

に
示

し
て

い
る

か
◯

◯
7
9
.
0
%

A
市

町
村

の
方

針
に

沿
っ

て
、

圏
域

内
の

居
宅

介
護

支
援

事
業

所
が

作
成

す
る

新
規

の
介

護
予

防
サ

ー
ビ

ス
計

画
を

確
認

し
て

い
る

か
×

×
7
7
.
5
%

B
市

町
村

の
方

針
に

沿
っ

て
、

圏
域

内
の

居
宅

介
護

支
援

事
業

所
が

作
成

す
る

更
新

の
介

護
予

防
サ

ー
ビ

ス
計

画
を

確
認

し
て

い
る

か
×

×
7
6
.
6
%

C
市

町
村

の
方

針
に

沿
っ

て
、

圏
域

内
の

居
宅

介
護

支
援

事
業

所
が

作
成

し
た

介
護

予
防

サ
ー

ビ
ス

計
画

を
抽

出
し

、
そ

の
検

証
を

し
て

い
る

か
×

×
5
3
.
5
%

D
【

市
町

村
に

よ
り

選
択

】
市

町
村

の
方

針
に

沿
っ

て
、

圏
域

内
の

居
宅

介
護

支
援

事
業

所
が

作
成

し
た

介
護

予
防

サ
ー

ビ
ス

計
画

を
抽

出
し

、
地

域
ケ

ア
会

議
で

そ
の

検
証

を
し

て
い

る
か

×
×

4
4
.
6
%

セ
ン

タ
ー

指
標

の
「

５
．

包
括

的
・
継
続
的
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
支
援
事
業
」
に
関
す
る
ア

ウ
ト

プ
ッ

ト
指

標
ま

た
は

中
間

ア
ウ
ト
カ
ム
指
標
を
市
町
村
が
設
定
し
て
い
る
か

-
19

【
市

町
村

に
よ

り
選

択
】

＊
ア

ウ
ト

プ
ッ

ト
指

標
＊

介
護

支
援

専
門

員
か

ら
の

相
談

受
付

件
数

4
0

→
　

設
定

し
て

い
る

場
合

、
具

体
的
に
指
標
を
記
入

0 4
3.

4
4

4
6
.
3

80
.
0%

67
.8

%
5
0
.
0
%

5
0
.
0
%

7
8
.
2
%

A
各

レ
ベ

ル
に

（
一

つ
の

レ
ベ

ル
で
あ
っ
て
も
多
様
な
機
能
を
果
た
す
）
地
域
ケ
ア
会
議
を
設

置
し

、
そ

れ
ぞ

れ
が

連
動

す
る

体
系
を
つ
く
っ
て
い
る
か

◯
89

.3
%

A
セ

ン
タ

ー
主

催
の

地
域

ケ
ア

会
議

の
運

営
方

針
を

、
セ

ン
タ

ー
職

員
、

会
議

参
加

者
、

地
域

の
関

係
機

関
に

対
し

て
周

知
し

て
い

る
か

◯
◯

8
8
.
5
%

B
地

域
課

題
や

自
立

促
進

要
因

を
把
握
・
整
理
・
仕
分
け
す
る
場
を
設
け
て
い
る
か

×
77

.4
%

B
セ

ン
タ

ー
主

催
の

地
域

ケ
ア

会
議

に
お

い
て

、
多

職
種

等
と

連
携

し
て

、
自

立
支

援
・

重
度

化
防

止
等

に
資

す
る

観
点

か
ら

個
別

事
例

の
検

討
を

行
い

、
対

応
策

を
講

じ
て

い
る

か
◯

◯
9
3
.
8
%

C
地

域
ケ

ア
会

議
と

他
の

会
議

や
事
業
と
が
連
動
す
る
体
系
を
つ
く
っ
て
い
る
か

◯
85

.2
%

C
市

町
村

が
共

有
し

た
地

域
ケ

ア
会

議
に

お
け

る
個

人
情

報
の

取
扱

方
針

に
基

づ
き

、
セ

ン
タ

ー
が

主
催

す
る

地
域

ケ
ア

会
議

で
適

切
に

対
応

し
て

い
る

か
◯

◯
9
6
.
3
%

D
地

域
ケ

ア
会

議
の

５
つ

の
機

能
（
①
個
別
課
題
解
決
機
能
、
②
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
築
機
能
、

③
地

域
課

題
発

見
機

能
、

④
地

域
づ
く
り
・
資
源
開
発
機
能
、
⑤
政
策
形
成
機
能
）
す
べ
て

が
果

た
さ

れ
て

い
る

か
×

66
.4

%
D

地
域

ケ
ア

会
議

で
検

討
し

た
個

別
事

例
に

つ
い

て
、

そ
の

後
の

変
化

等
を

モ
ニ

タ
リ
ン

グ
す

る
ル

ー
ル

や
仕

組
み

を
構

築
・

実
行

し
て

い
る

か
×

◯
8
2
.
8
%

E
地

域
ケ

ア
会

議
の

運
営

を
評

価
し
て
体
系
を
見
直
し
て
い
る
か

◯
68

.6
%

E
セ

ン
タ

ー
主

催
の

地
域

ケ
ア

会
議

に
お

い
て

、
議

事
録

や
検

討
事

項
を

ま
と

め
、

参
加

者
間

で
共

有
し

て
い

る
か

×
◯

8
8
.
4
%

A
地

域
ケ

ア
会

議
の

体
系

や
目

的
、
機
能
、
構
成
員
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
等
の
開
催
計
画
を
セ
ン

タ
ー

や
関

係
機

関
に

示
し

て
い

る
か

◯
80

.2
%

A
セ

ン
タ

ー
主

催
の

地
域

ケ
ア

会
議

（
地

域
ケ

ア
個

別
会

議
）

に
お

い
て

、
地

域
課

題
の

可
能

性
が

あ
る

課
題

を
抽

出
し

て
い

る
か

◯
◯

9
0
.
0
%

B
地

域
ケ

ア
会

議
の

運
営

に
関

し
て
セ
ン
タ
ー
と
の
役
割
分
担
と
連
携
方
法
を
関
係
者
と
共
有

し
て

い
る

か
◯

81
.3

%
B

セ
ン

タ
ー

主
催

の
地

域
ケ

ア
会

議
（

地
域

ケ
ア

推
進

会
議

）
に

お
い

て
、

地
域

課
題
や

自
立

促
進

要
因

に
つ

い
て

共
有

し
、

そ
の

後
の

対
応

を
検

討
し

て
い

る
か

×
×

8
3
.
9
%

C
セ

ン
タ

ー
と

協
力

し
、

地
域

ケ
ア
会
議
に
お
け
る
個
人
情
報
の
取
扱
方
針
を
定
め
、
セ
ン

タ
ー

と
共

有
す

る
と

と
も

に
、

市
町
村
が
主
催
す
る
地
域
ケ
ア
会
議
で
対
応
し
て
い
る
か

◯
85

.3
%

C
セ

ン
タ

ー
主

催
の

地
域

ケ
ア

会
議

（
地

域
ケ

ア
推

進
会

議
）

に
お

い
て

把
握

し
た

地
域

課
題

や
対

応
等

を
、

市
町

村
に

報
告

し
て

い
る

か
×

×
8
9
.
4
%

D
地

域
ケ

ア
会

議
の

議
事

録
や

検
討
事
項
を
構
成
員
全
員
が
共
有
す
る
た
め
の
仕
組
み
を
構
築

し
て

い
る

か
×

80
.6

%
D

地
域

課
題

の
整

理
・

分
析

・
対

応
等

を
行

な
う

た
め

に
、

市
町

村
レ

ベ
ル

の
地

域
ケ
ア

会
議

（
地

域
ケ

ア
推

進
会

議
）

等
に

参
加

ま
た

は
資

料
提

出
し

て
い

る
か

×
×

8
1
.
9
%

14

セ
ン

タ
ー

指
標

の
「

５
．

包
括

的
・

継
続

的
ケ

ア
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
支

援
事

業
」
に

関
す

る
ア

ウ
ト

プ
ッ

ト
指

標
ま

た
は

中
間

ア
ウ

ト
カ

ム
指

標
を
市

町
村

が
設

定
す

る

平
均

点
数

・
個

数
（

必
須

項
目

[白
色

セ
ル
]の

み
カ
ウ
ン
ト
）

平
均

点
数

・
個

数
（

必
須

項
目

[白
色

セ
ル

]の
み

カ
ウ

ン
ト

）

平
均

点
数

・
％

（
必

須
項

目
[白

色
セ

ル
]の

み
カ
ウ
ン
ト
）

6.
 地

域
ケ

ア
会

議

15

地
域

ケ
ア

会
議

の
す

べ
て

の
機

能
を

発
揮

す
る
地

域
ケ

ア
会

議
の

体
系

を
構

築
し
、

す
べ

て
の

機
能

を
果

た
す

20

セ
ン
タ
ー
主
催
の

個
別

ケ
ー

ス
を

検
討
す
る
地
域
ケ

ア
会

議
に

お
い

て
、
多
様
な
視
点

か
ら

個
別

事
例

の
検
討
を
行
い
、

対
応

策
を

講
じ

る

16

地
域

ケ
ア

会
議

の
運

営
の

仕
組

み
を

構
築

し
、
関

係
者

に
周

知
す

る

21

地
域
ケ
ア
会
議
に

お
い

て
、

地
域

課
題
を
把
握
し
、

適
切

に
対

応
す

る

5.
 包

括
的

・
継

続
的

ケ
ア

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

支
援

事
業

13

セ
ン

タ
ー

が
包

括
的

・
継

続
的

ケ
ア

マ
ネ

ジ
メ
ン

ト
支

援
事

業
を

適
切

に
行

う
た
め

の
体

制
を

支
援

す
る

17

担
当
圏
域
の
居
宅

介
護

支
援

事
業

所
の
状
況
を
把
握

し
、

地
域

の
ケ

ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
の

支
援

ニ
ー

ズ
に

基
づ
い
た
対
応
を

行
う

18

市
町
村
の
方
針
に

則
り

、
介

護
予

防
サ
ー
ビ
ス
計
画

の
検

証
を

行
う

（
詳
細
は
**

6）

平
均

点
数

・
％

（
必

須
項

目
[白

色
セ

ル
]の

み
カ

ウ
ン

ト
）

14



A
地

域
ケ

ア
会

議
に

お
い

て
、

多
職
種
と
連
携
し
て
、
自
立
支
援
・
重
度
化
防
止
等
に
資
す
る

観
点

か
ら

個
別

事
例

の
検

討
を

行
い
、
対
応
策
を
講
じ
て
い
る
か

◯
92

.9
%

B
生

活
援

助
の

訪
問

回
数

の
多

い
ケ
ア
プ
ラ
ン
（
生
活
援
助
中
心
の
ケ
ア
プ
ラ
ン
）
の
検
証
を

行
い

、
対

応
策

を
講

じ
て

い
る

か
◯

54
.2

%

C
地

域
ケ

ア
会

議
で

検
討

し
た

個
別
事
例
に
つ
い
て
、
そ
の
後
の
変
化
等
を
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
す

る
ル

ー
ル

や
仕

組
み

を
構

築
し

、
か
つ
、
実
行
し
て
い
る
か

×
67

.6
%

D
高

齢
者

の
自

立
を

促
進

す
る

要
因
や
阻
害
要
因
を
把
握
し
て
、
そ
れ
を
も
と
に
、
高
齢
者
の

自
立

に
資

す
る

事
業

（
総

合
事

業
や
生
活
支
援
体
制
整
備
事
業
等
）
の
見
直
し
を
行
っ
て
い

る
か

×
66

.3
%

E
複

数
の

個
別

事
例

か
ら

地
域

課
題
を
明
ら
か
に
し
､市

町
村
主
催
の
地
域
ケ
ア
推
進
会
議
で
検

討
す

る
こ

と
で

、
政

策
形

成
に

つ
な
げ
て
い
る
か

×
61

.1
%

A
セ

ン
タ

ー
主

催
の

個
別

事
例

に
つ
い
て
検
討
す
る
地
域
ケ
ア
会
議
（
地
域
ケ
ア
個
別
会
議
）

に
参

加
し

て
い

る
か

◯
91

.4
%

B
セ

ン
タ

ー
主

催
の

地
域

課
題

に
つ
い
て
検
討
す
る
地
域
ケ
ア
会
議
（
地
域
ケ
ア
推
進
会
議
）

に
参

加
し

て
い

る
か

×
76

.3
%

C
セ

ン
タ

ー
主

催
の

地
域

ケ
ア

会
議
で
検
討
さ
れ
た
内
容
を
把
握
し
て
い
る
か

◯
92

.9
%

D
セ

ン
タ

ー
主

催
及

び
市

町
村

主
催
も
含
め
た
地
域
ケ
ア
会
議
の
検
討
内
容
を
と
り
ま
と
め

て
、

住
民

向
け

に
公

表
し

て
い

る
か

×
22

.6
%

セ
ン

タ
ー

指
標

の
「

６
．

地
域

ケ
ア
会
議
」
に
関
す
る
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
指
標
ま
た
は
中
間
ア

ウ
ト

カ
ム

指
標

を
市

町
村

が
設

定
し
て
い
る
か

-
22

【
市

町
村

に
よ

り
選

択
】

＊
ア

ウ
ト

プ
ッ

ト
指

標
＊

セ
ン

タ
ー

主
催

の
地

域
ケ

ア
会

議
を

経
て

、
市

町
村

レ
ベ

ル
の

地
域

ケ
ア

会
議

に
地
域

課
題

を
報

告
し

た
数

→
　

設
定

し
て

い
る

場
合

、
具

体
的
に
指
標
を
記
入

0 10
13

.4
4

6
7
.
9

55
.
6%

74
.4

%
4
4
.
4
%

6
6
.
7
%

8
8
.
2
%

A
介

護
予

防
ケ

ア
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
・
介
護
予
防
支
援
に
関
す
る
実
態
を
踏
ま
え
、
自
立
支
援
･重

度
化

防
止

等
に

資
す

る
ケ

ア
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
に
関
す
る
市
町
村
の
基
本
方
針
を
定
め
、
セ
ン

タ
ー

と
共

有
し

て
い

る
か

◯
72

.2
%

A
自

立
支

援
・

重
度

化
防

止
等

に
資

す
る

ケ
ア

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

に
関

し
て

、
市

町
村

か
ら

示
さ

れ
た

基
本

方
針

を
、

セ
ン

タ
ー

職
員

及
び

介
護

支
援

専
門

員
に

周
知

し
て

い
る

か
◯

◯
8
7
.
0
%

B
セ

ン
タ

ー
、

介
護

支
援

専
門

員
、
生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
、
協
議
体
に
対
し
て
、
保

険
給

付
や

介
護

予
防

・
生

活
支

援
サ
ー
ビ
ス
事
業
以
外
の
多
様
な
地
域
の
社
会
資
源
に
関
す

る
情

報
を

提
供

し
て

い
る

か
◯

88
.0

%
B

介
護

予
防

ケ
ア
マ

ネ
ジ
メ

ン
ト

・
介

護
予

防
支

援
の

ケ
ア

プ
ラ

ン
に

お
い

て
､
保

険
給
付

や
介

護
予

防
・

生
活

支
援

サ
ー

ビ
ス

事
業

以
外

の
多

様
な

地
域

の
社

会
資

源
を

位
置

づ
け
て

い
る

か
◯

◯
9
7
.
8
%

C
利

用
者

の
セ

ル
フ

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト
を
推
進
す
る
た
め
、
介
護
予
防
手
帳
な
ど
の
支
援
の
手
法

を
定

め
、

セ
ン

タ
ー

と
共

有
し

て
い
る
か

×
41

.9
%

C
利

用
者
の

セ
ル
フ

マ
ネ
ジ

メ
ン

ト
を

推
進

す
る

た
め

､
市

町
村

か
ら

示
さ

れ
た

支
援

の
手

法
を

活
用

し
て

い
る

か
×

×
6
5
.
9
%

D
介

護
予

防
ケ

ア
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
・
介
護
予
防
支
援
に
お
け
る
セ
ン
タ
ー
の
人
員
体
制
と
実
施

件
数

を
把

握
し

、
人

員
配

置
を

見
直
し
て
い
る
か

×
70

.1
%

D
介

護
予

防
ケ

ア
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
･
介

護
予

防
支

援
を

委
託

し
た

場
合

は
､
台

帳
へ

の
記
録

お
よ

び
進

行
管

理
を

行
っ

て
い

る
か

×
×

9
4
.
5
%

E
介

護
予

防
ケ

ア
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
・
介
護
予
防
支
援
を
委
託
す
る
際
の
事
業
所
選
定
に
つ
い

て
、

公
平

性
・

中
立

性
確

保
の

た
め
の
指
針
を
作
成
し
、
セ
ン
タ
ー
と
共
有
し
て
い
る
か

◯
60

.2
%

E
市

町
村

か
ら

示
さ

れ
た

介
護

予
防

ケ
ア

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

・
介

護
予

防
支

援
を

委
託

す
る

際
の

事
業

所
選

定
の

公
平

性
・

中
立

性
確

保
の

た
め

の
指

針
を

遵
守

し
て

い
る

か
◯

◯
8
8
.
7
%

F
介

護
予

防
ケ

ア
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
・
介
護
予
防
支
援
を
居
宅
介
護
支
援
事
業
所
に
指
定
ま
た
は

委
託

す
る

際
の

セ
ン

タ
ー

の
関

与
に
つ
い
て
、
市
町
村
の
指
針
を
セ
ン
タ
ー
と
共
有
し
て
い

る
か

◯
60

.4
%

F
【

市
町

村
に

よ
り

選
択

】
介

護
予

防
ケ

ア
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
の

成
果

を
把

握
す

る
た

め
に

、
要

支
援

者
ま

た
は

事
業

対
象

者
の

日
常

生
活

の
自

立
度

の
変

化
に

つ
い

て
、

定
期

的
な

評
価

を
行

っ
て

い
る

か
×

×
5
5
.
4
%

G
【

市
町

村
に

よ
り

選
択

】
介

護
予

防
ケ

ア
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
・
介
護
予
防
支
援
に
つ
い
て
、
リ
ハ
ビ
リ
専
門
職
等
、
多
職

種
か

ら
の

専
門

的
な

助
言

を
得

ら
れ
る
体
制
を
整
備
し
て
い
る
か

◯
34

.4
%

H
【

市
町

村
に

よ
り

選
択

】
介

護
予

防
支

援
を

担
う

居
宅

介
護
支
援
事
業
所
か
ら
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
計
画
に
係
る
相
談

を
随

時
受

け
付

け
る

体
制

を
整

備
し
て
い
る
か

◯
49

.7
%

19

セ
ン

タ
ー

指
標

の
「

６
．

地
域

ケ
ア

会
議

」
に
関

す
る

ア
ウ

ト
プ

ッ
ト

指
標

ま
た
は

中
間

ア
ウ

ト
カ

ム
指

標
を

市
町
村

が
設

定
す

る

6.
 地

域
ケ

ア
会

議

17

7.
 介

護
予

防
ケ

ア
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
・

介
護

予
防

支
援

20

セ
ン

タ
ー

や
介

護
支

援
専

門
員

が
介

護
予

防
ケ
ア

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

・
介

護
予

防
支
援

を
適

切
に

実
施

で
き

る
よ

う
体
制

を
構

築
す

る

23

介
護
予
防
ケ
ア
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
・

介
護
予
防
支
援
を

適
切

に
実

施
す

る

指
標

と
し

て
採

用
な

し

平
均

点
数

・
個

数
（

必
須

項
目

[白
色

セ
ル
]の

み
カ
ウ
ン
ト
）

平
均

点
数

・
個

数
（

必
須

項
目

[白
色

セ
ル

]の
み

カ
ウ

ン
ト

）

平
均

点
数

・
％

（
必

須
項

目
[白

色
セ

ル
]の

み
カ
ウ
ン
ト
）

平
均

点
数

・
％

（
必

須
項

目
[白

色
セ

ル
]の

み
カ

ウ
ン

ト
）

地
域

ケ
ア

会
議

を
有

効
に

活
用

す
る

18

地
域

ケ
ア

会
議

の
運

営
に

お
い

て
、

セ
ン

タ
ー

等
と

協
働

す
る

（
関

連
す

る
詳

細
設

問
が

*7
）
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A
介

護
予

防
支

援
の

実
態

を
踏

ま
え
、
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
計
画
の
検
証
方
法
に
つ
い
て
、
セ

ン
タ

ー
と

協
議

し
て

方
針

を
打

ち
出
し
て
い
る
か

×
41

.4
%

B
居

宅
介

護
支

援
事

業
所

に
対

し
て
、
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
計
画
の
検
証
方
法
に
関
す
る
方
針

を
示

し
て

い
る

か
×

33
.8

%

C
介

護
予

防
サ

ー
ビ

ス
計

画
の

検
証
を
実
施
し
た
結
果
に
つ
い
て
、
セ
ン
タ
ー
や
居
宅
介
護
支

援
事

業
所

等
と

共
有

し
て

い
る

か
×

35
.0

%

D
介

護
予

防
サ

ー
ビ

ス
計

画
の

検
証
を
通
じ
て
、
介
護
予
防
支
援
や
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
計
画

の
作

成
に

課
題

が
な

い
か

を
整

理
し
、
課
題
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、
課
題
解
消
の
た
め
の
取

組
を

行
っ

て
い

る
か

×
45

.2
%

E
【

市
町

村
に

よ
り

選
択

】
利

用
者

の
状

態
の

維
持

・
改

善
に
向
け
た
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
計
画
で
な
い
場
合
、
そ
の
適

正
化

の
た

め
に

、
地

域
ケ

ア
会

議
を
活
用
し
て
い
る
か

◯
32

.5
%

セ
ン

タ
ー

指
標

の
「

７
．

介
護

予
防
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
・
介
護
予
防
支
援
」
に
関
す
る
ア

ウ
ト

プ
ッ

ト
指

標
ま

た
は

中
間

ア
ウ
ト
カ
ム
指
標
を
市
町
村
が
設
定
し
て
い
る
か

×
24

【
市

町
村

に
よ

り
選

択
】

＊
中

間
ア

ウ
ト

カ
ム

指
標

＊
介

護
予

防
ケ

ア
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
対

象
者

の
う

ち
状

態
が

維
持

ま
た

は
改

善
し

た
人

の
割

合

→
　

設
定

し
て

い
る

場
合

、
具

体
的
に
指
標
を
記
入

0 4
5.

5
3

3
4
,
3

40
.
0%

54
.8

%
6
0
.
0
%

6
0
.
0
%

8
6
.
8
%

A
在

宅
医

療
・

介
護

連
携

推
進

事
業
に
お
け
る
相
談
窓
口
と
セ
ン
タ
ー
と
の
連
携
・
調
整
が
図

ら
れ

る
よ

う
、

連
携

の
た

め
の

会
議
等
の
開
催
と
い
っ
た
情
報
共
有
の
仕
組
み
づ
く
り
な
ど

の
支

援
を

行
っ

て
い

る
か

◯
92

.1
%

A
在

宅
医

療
･介

護
連

携
推

進
事

業
に

お
け

る
相

談
窓

口
に

対
し

て
､
相

談
を

行
っ

て
い

る
か

◯
◯

8
7
.
6
%

B
生

活
支

援
コ

ー
デ

ィ
ネ

ー
タ

ー
・
就
労
的
活
動
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
や
協
議
体
と
セ
ン

タ
ー

の
連

携
・

調
整

が
図

ら
れ

る
よ
う
、
連
携
の
た
め
の
会
議
等
の
開
催
と
い
っ
た
情
報
共

有
の

仕
組

み
づ

く
り

な
ど

の
支

援
を
行
っ
て
い
る
か

◯
90

.5
%

B
生

活
支

援
コ

ー
デ

ィ
ネ

ー
タ

ー
・

就
労

的
活

動
支

援
コ

ー
デ

ィ
ネ

ー
タ

ー
お

よ
び

協
議

体
と

と
も

に
、

地
域

に
お

け
る

高
齢

者
の

ニ
ー

ズ
や

社
会

資
源

に
つ

い
て

協
議

を
行

っ
て

い
る

か
◯

◯
8
8
.
4
%

C
認

知
症

初
期

集
中

支
援

チ
ー

ム
、
認
知
症
地
域
支
援
推
進
員
ま
た
は
チ
ー
ム
オ
レ
ン
ジ
コ
ー

デ
ィ

ネ
ー

タ
ー

と
セ

ン
タ

ー
と

の
連
携
・
調
整
が
図
ら
れ
る
よ
う
、
連
携
の
た
め
の
会
議
等

の
開

催
と

い
っ

た
情

報
共

有
の

仕
組
み
づ
く
り
な
ど
の
支
援
を
行
っ
て
い
る
か

◯
93

.2
%

C
認

知
症

初
期

集
中

支
援

チ
ー

ム
、

認
知

症
地

域
支

援
推

進
員

ま
た

は
チ

ー
ム

オ
レ

ン
ジ

コ
ー

デ
ィ

ネ
ー

タ
ー

と
、

支
援

対
象

者
に

関
す

る
情

報
共

有
を

図
っ

て
い

る
か

◯
◯

9
6
.
0
%

D
セ

ン
タ

ー
が

行
う

包
括

的
支

援
事
業
の
充
実
の
た
め
に
、
医
療
関
係
者
と
セ
ン
タ
ー
の
合
同

の
事

例
検

討
会

や
講

演
会

等
の

開
催
ま
た
は
開
催
支
援
を
行
っ
て
い
る
か

×
87

.0
%

D
包

括
的

支
援

事
業

の
充

実
の

た
め

に
、

医
療

関
係

者
と

合
同

の
事

例
検

討
会

や
勉

強
会

に
参

加
し

て
い

る
か

◯
◯

9
5
.
3
%

E
【

市
町

村
に

よ
り

選
択

】
生

活
支

援
コ

ー
デ

ィ
ネ

ー
タ

ー
・

就
労

的
活

動
支

援
コ

ー
デ

ィ
ネ

ー
タ

ー
や

協
議

体
と

協
働

し
て

地
域

活
動

を
促

進
し

て
い

る
か

◯
◯

8
7
.
3
%

セ
ン

タ
ー

指
標

の
「

８
．

包
括

的
支
援
事
業
（
社
会
保
障
充
実
分
）
」
に
関
す
る
ア
ウ
ト

プ
ッ

ト
指

標
ま

た
は

中
間

ア
ウ

ト
カ
ム
指
標
を
市
町
村
が
設
定
し
て
い
る
か

-
26

【
市

町
村

に
よ

り
選

択
】

＊
ア

ウ
ト

プ
ッ

ト
指

標
＊

医
療

関
係

者
と

合
同

の
事

例
検

討
会

や
勉

強
会

の
実

施
数

1
1

→
　

設
定

し
て

い
る

場
合

、
具

体
的
に
指
標
を
記
入

0 3
3.

6
4

4
3
.
7

75
.0

%
90

.8
%

1
0
0
.
0
%

1
0
0
.
0
%

9
1
.
5
%

平
均

点
数

・
％

（
必

須
項

目
[白

色
セ

ル
]の

み
カ
ウ
ン
ト
）

平
均

点
数

・
％

（
必

須
項

目
[白

色
セ

ル
]の

み
カ

ウ
ン

ト
）

平
均

点
数

・
個

数
（

必
須

項
目

[白
色

セ
ル
]の

み
カ
ウ
ン
ト
）

平
均

点
数

・
個

数
（

必
須

項
目

[白
色

セ
ル

]の
み

カ
ウ

ン
ト

）

平
均

点
数

・
％

（
必

須
項

目
[白

色
セ

ル
]の

み
カ
ウ
ン
ト
）

平
均

点
数

・
％

（
必

須
項

目
[白

色
セ

ル
]の

み
カ

ウ
ン

ト
）

8.
 包

括
的

支
援

事
業

（
社

会
保

障
充

実
分

）

23

包
括

的
支

援
事

業
（

社
会

保
障

充
実

分
）

を
推
進

す
る

た
め

に
、

セ
ン

タ
ー

の
活
動

を
位

置
づ

け
、

そ
の

支
援

を
行
う

25

事
業
間
連
携
を
推

進
す

る

7.
 介

護
予

防
ケ

ア
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
・

介
護

予
防

支
援

指
標

と
し

て
採

用
な

し

24

セ
ン

タ
ー

指
標

の
「

８
．

包
括

的
支

援
事

業
（
社

会
保

障
充

実
分

）
」

に
関
す

る
ア

ウ
ト

プ
ッ

ト
指

標
ま

た
は
中

間
ア

ウ
ト

カ
ム

指
標

を
市

町
村
が

設
定

す
る

平
均

点
数

・
個

数
（

必
須

項
目

[白
色

セ
ル
]の

み
カ
ウ
ン
ト
）

平
均

点
数

・
個

数
（

必
須

項
目

[白
色

セ
ル

]の
み

カ
ウ

ン
ト

）

21

介
護

予
防

支
援

の
実

態
を

踏
ま

え
、

介
護

予
防

サ
ー

ビ
ス

計
画

の
検

証
方

法
を
定

め
運

営
す

る

（
関

連
す

る
詳

細
設

問
が

*8
）

22

セ
ン

タ
ー

指
標

の
「

７
．

介
護

予
防

ケ
ア

マ
ネ
ジ

メ
ン

ト
・

介
護

予
防

支
援

」
に
関

す
る

ア
ウ

ト
プ

ッ
ト

指
標

ま
た
は

中
間

ア
ウ

ト
カ

ム
指

標
を

市
町
村

が
設

定
す

る

16



2.北海道と全国平均との比較

評価分野 八雲町 北海道 全国平均 八雲町 北海道 全国平均

1. 地域包括ケアシステムの構築・推進 0.0% 59.4% 68.7% 75.0% 86.0% 88.3%

2. 組織・運営体制 85.7% 71.0% 73.9% 93.8% 84.4% 90.5%

3. 総合相談支援事業 85.7% 79.1% 84.8% 80.0% 87.5% 91.1%

4. 権利擁護事業 75.0% 85.8% 87.0% 100.0% 90.6% 91.0%

5. 包括的・継続的ケアマネジメント支援事業 80.0% 58.8% 67.8% 50.0% 71.7% 78.2%

6. 地域ケア会議 55.6% 69.8% 74.4% 55.6% 86.3% 88.2%

7. 介護予防ケアマネジメント・介護予防支援事業 40.0% 47.2% 54.8% 60.0% 76.0% 86.8%

8. 包括的支援事業（社会保障充実分） 75.0% 85.2% 90.8% 100.0% 90.8% 91.5%

市町村指標 センター指標
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7. 介護予防ケアマネジメント・

介護予防支援事業
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障充実分）

市町村指標

八雲町 北海道 全国平均
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（２）協議事項 

① 令和８年度 地域包括支援センター事業計画について 

（１）一般介護予防事業 
  ○介護予防把握事業 

   ・介護予防教室や誕生日訪問等の訪問活動を通じて、何らかの支援が必要な方を把    

    握し介護予防事業へつなげる。 

○介護予防普及啓発事業 

   ・まるごと元気運動教室【両地域】 

     熊石、シルバープラザ、落部で、NPO 法人ソーシャルビジネス推進センターに

委託して実施する。（週１回火曜日・年４８回）     

   ・高齢者栄養改善教室【熊石地域】 

     住民主体の通いの場を利用して、栄養講話など２か所で実施する。 

   ・フレイル予防の普及啓発【熊石地域】 

栄養フレイルを中心に、実践しやすいようにレシピやフレイル予防に関する情 

報提供を行う。全戸配布３回予定。 

  ○ITを活用した体験型介護予防事業の開催【両地域】 

   ・IT を活用した介護予防の取り組みを体験することで、自主的な介護予防の推進を

図っていく。 

  ○住民主体の通いの場の充実と支援 

   ・地域サロンの充実、支援  

     地域サロン活動の継続と活性化を図るため、住民主体の通いの場づくりの促進 

を図る。 

   ・各地区において、いきいき百歳体操やふまねっと、ドーミンリハ体操を活用し住

民が主体的に取り組めるよう体制づくりを行う。 

   ・介護予防の強化を図るため、栄養士や保健師、社会福祉士、リハビリ専門職によ

る講話や実技を行い、集いの参加者へのフレイル予防を行う。 

 

（２）総合相談・権利擁護事業 

   高齢者が自らの権利を守り、尊厳ある自立した生活が送れるよう、様々な相談を受

け適切なサービスや制度につなげる。また虐待の早期発見・防止、消費者被害防止、

成年後見制度の活用と住民への制度普及啓発を行う。 

  〇民生委員等関係機関への普及啓発 

   民生委員や介護・医療従事者に対し、会議等の機会を利用し、成年後見制度の活用 

や制度について普及啓発を行っていく。 
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○各種相談の受付・対応 

  〇サービス未利用者への訪問【八雲地域】 

    必要に応じて、介護保険の更新申請のタイミングで訪問する。 

  ○高齢者虐待への対応 

    マニュアル等を活用し、適切な対応を行う。 

  ○介護給付対象者のうち住宅改修や福祉用具購入など給付管理対象外サービスのみの

利用希望の方への対応 

  〇ケアラー手帳の配布 

    ケアラー支援条例の制定に合わせ、日本ケアラー連盟が発行しているケアラー手

帳を八雲町の相談窓口等を掲載したカスタマイズ版を作成し、ケアラーに対して配

布する。 

 

（３）包括的・継続的ケアマネジメント事業 

   高齢者等が自らの権利を守り、尊厳ある自立した生活を送るためには、医療機関と

サービス事業者、在宅と施設など様々な機関、職種の連携が必要不可欠であることか

ら、高齢者の状態に応じ継続的に対応できるケアマネジメント体制の構築を図る。 

○介護支援専門員への支援 

   困難事例の事例検討会の開催、サービス担当者会議への参加等 

  ○地域ケア会議の開催（八雲地域２月１回、熊石地域月１回） 

  〇地域ケア会議ケアマネジャー部会の開催【八雲地域２月１回】 

  ○介護従事者学習支援事業の開催【熊石地域】 

    在宅・施設・医療関係者を対象に研修会を開催する。 

 

（４）介護予防支援事業・介護予防ケアマネジメント事業 

   要支援認定者及び事業対象者（基本チェックリスト該当者）への介護予防サービス

計画を作成する。なお介護予防支援については、町内２事業者が町の指定を受けて事

業を行っているため、委託件数が減少している。 

給付管理件数見込（一月） 介護予防支援 介護予防ケアマネ 

八雲地域 包括 ６３ ２２ 

委託 １１ ３ 

熊石地域 包括 ２０ １３ 

委託 １ １ 

  ＊委託先居宅介護支援事業所数 

【八雲地域】５事業者（町内３、町外２） 
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（５）認知症総合支援推進事業 

  〇認知症初期集中支援チーム 

    認知症の方やその家族に対し、早期に関わり、適切な支援を八雲総合病院、熊石

国保病院と連携し実施する。 

〇認知症カフェの実施 

    地域包括支援センターに認知症地域支援推進員を設置し、認知症の相談支援に応

じるほか、認知症の方やその家族、またはこれらの人々を支える立場にある町民が、

身近な場所で交流して、介護のことや対応の悩みを語り合う場（認知症カフェ）を

開催する。 

【八雲地域】毎月第３月曜日、cafe ラフもにて開催 

   【熊石地域】当事者が参加しての認知症カフェを行う。年１～2 回 

〇認知症ケアパスの普及啓発 

    認知症の人やその家族が、認知症の進行に合わせ、いつどこでどのような医療・

介護サービスが受けられるのか、相談機関や受けられるサービスの内容などを記載

した認知症ケアパスを配布する。 

  〇認知症月間を意識した認知症の普及啓発の実施 

    ９月２１日は認知症の日と制定されており、９月を認知症月間として全国で様々

なイベントが開催されていることから、認知症の普及啓発を目的としたポスター展

を実施する。 

    ・場所 八雲町図書館 期間 ２週間程度 

○認知症家族の会の支援 

    熊石介護者と共に歩む会「いがぐりの会」の支援を行う。認知症カフェの要素を

いれた例会にできるよう助言・協力を行う。 

 

（６）任意事業（認知症対策） 

〇認知症サポーター養成講座の開催 

    各団体等の依頼に応じて、また認知症月間に合わせて、地域や職域において認知

症の人や家族を支援する認知症サポーターを養成する。 

  〇ＳＯＳネットワークの運用 

    行方不明となる可能性のある方の事前登録を呼びかけるとともに、協力関係機関

や協力員を増やすため、事業の周知を積極的に実施する。 

  〇認知症高齢者等見守りシール交付事業の運用 

    行方不明となった認知症高齢者の早期発見を図るため、見守りシールを交付する。 
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（７）生活支援体制整備事業 

   高齢者の生活支援サービスを担う事業主体と連携しながら、多様な日常生活上の支

援体制の充実・強化及び高齢者の社会参加の推進を一体的に図っていく。 

   八雲地域では、社会福祉協議会に委託し事業を実施する。 

  〇八雲地域 

・協議体の開催 

 畑作業を通じた子どもと高齢者の多世代交流を図ることを目的に公民館で実施す

る事業と連携した活動を実施する。 

   ・「いきいき百歳体操」を活用した集いの場の支援 

   ・「誰でも座れる椅子プロジェクト」の支援 

   ・げんき食堂の開催支援 

   ・やくも支え愛隊主催事業の支援（おとんおかんアート展） 

   ・つどいの場の実施 

  〇熊石地域 

   ・協議体の開催 

   ・地域のニーズ把握事業 

    くまとも大広場の開催 

   ・支え合いマップの継続的な活用 

   ・有償ボランティア「くまいしサポートの会」の事務局運営・マッチング支援 

    普及啓発と協力者募集強化 

   ・高齢者の活躍の場を創出 

   ・集落支援員が実施する各集いの場での他機関等の交流やイベントの開催、活動充

実・継続支援 

 

（８）介護マーク入り名札配布事業 

   介護者が要介護者の介護を行う際に周囲から偏見や誤解を受けることがないよう、

介護者に対し、介護マーク入り名札を配布する。 

 

（９）成年後見制度利用支援事業 

   成年後見制度の申立が必要な高齢者に対し、申立人がいない方への町長申立、低所

得者への後見人等への報酬助成などを実施する。 
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（１０）在宅医療・介護連携事業 

   地域における医療・介護の関係機関が連携して包括的かつ継続的な在宅医療・介護

を提供することが出来る地域を作るため、関係機関からの相談に対応するほか、他職

種連携について学習する機会を作る。 

熊石地域では医療機関、施設、包括支援センターと高齢者の情報共有のため包括支

援会議を再開し、継続的な高齢者支援を検討していく。 

 

（１１）地域リハビリテーション活動支援事業 

リハビリテーション専門職を活かした自立支援に資する取組を推進し、介護予防の

機能強化を図るため八雲総合病院に業務委託して実施する。 

   ・短期集中型訪問型サービス C 

     要支援者や事業対象者に対し、自宅を訪問し生活機能に関する問題を総合的に

把握、評価し、社会参加を高めるために必要な相談・指導等を実施する。 

・地域ケア会議でのリハビリの観点から自立支援にむけた助言・情報提供 

・フレイル対策強化のため、誕生日訪問事業を通し、フレイルの早期把握やその後

の支援方法について助言・指導 

・ケアマネジャーへの助言指導 

・介護予防教室や介護従事者への技術支援 

・集いの場での体力測定や講話、体操指導 

 

（１２）介護予防活動ボランティア育成事業【熊石地域】 

   ○ふまねっとサポーターの活動支援 

ふまねっと自主サークル（はまねっと）が継続して活動できるよう助言・協力

を行う。 

 

（１３）その他関係機関の事業への参加、協力 

   〇道南認知症医療連携協議会への出席 

○グループホームきずな運営推進会議への出席 

○小規模多機能型ホームやすらぎの里、ユニット型厚生園運営推進会議への出席 

○八雲デイサービスセンター運営推進会議への出席 

○熊石デイサービスセンター運営推進会議への出席 

〇町内会や民生委員協議会との連携、協力 

〇緊急通報電話機設置事業打ち合わせ会議の出席 

〇北渡島檜山保健医療福祉圏域連携推進会議在宅医療専門部会への出席 

〇介護の魅力 up セミナー（医療法人渓仁会主催）への協力 
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2
0

1
2

0
0

旅
費

4
8

0
4

8
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0

需
用
費

5
5

0
1

5
7

1
6

8
-
1

1
1

2
1

4
-2

8
4

8
5

-1
0

0
0

役
務
費

4
4

0
1

8
3

1
9

8
-
1

5
0

0
0

7
8

7
3

5
0

0
0

委
託
料

0
0

0
0

0
0

1
6

9
2

8
4

-1
1

5
2

,4
5

9
2

,4
5

9
0

6
,1

2
3

7
,2

4
8

-
1

,1
2

5

使
用
料
及
び
賃
借
料

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0

負
担
金
補
助
及
び
交
付
金

1
0

0
1

0
3

9
5

3
-
1

4
0

0
0

0
0

0
0

0
0

合
　
計

7
,9

6
8

7
,2

2
4

7
4

4
1

1
,4

2
1

1
0

,5
9

5
8

2
6

1
8

1
2

9
8

-1
1

7
2

,9
0

2
2

,9
1

1
-9

6
,2

4
3

7
,3

6
8

-
1

,1
2

5

＊
地
域
支
援
事
業
財
源
内
訳

　
国
庫
負
担
金
　
３
８
．
５
％
、
道
費
負
担
金
　
１
９
．
２
５
％
、
町
費
負
担
金
　
１
９
．
２
５
％
　
　
そ
の
他
：
支
払
基
金
交
付
金

保
険
事
業
勘
定
　
　
地
域
支
援
事
業

一
般

介
護

予
防

事
業

費

総
合
相
談
・
権
利
擁
護
事
業
費

包
括
的
・
継
続
的
ケ
ア
マ
ネ
支
援
事

業
費

保
険
事
業
勘
定
　
　
地
域
支
援
事
業

介
護
予
防
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
事

業
費

一
般

介
護

予
防

事
業

費
生
活
支
援
体
制
整
備
事
業

生
活
支
援
体
制
整
備
事
業

総
合
相
談
・
権
利
擁
護
事
業
費

包
括
的
・
継
続
的
ケ
ア
マ
ネ
支
援
事

業
費

介
護
予
防
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
事

業
費
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令
和
８
年
度
　
八
雲
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
　
予
算

（
歳
入
）

【
単
位
　
千
円
】

科
　
目

年
　
度

８
年
度

７
年
度

対
比

８
年
度

７
年
度

対
比

国
庫
支
出
金

3
,9

8
9

3
,6

4
2

3
4

7
3

,2
6

8
2

,5
2

7
7

4
1

道
支
出
金

1
,6

7
4

1
,5

9
3

8
1

1
,6

3
5

1
,2

6
3

3
7

2

介
護
報
酬

0
0

0
3

,4
1

3
3

,7
8

4
-3

7
1

町
繰
入
金

3
,0

3
4

3
,0

4
1

-
7

3
,5

8
9

2
,7

7
3

8
1

6

合
　
計

8
,6

9
7

8
,2

7
6

4
2

1
1

1
,9

0
5

1
0

,3
4

7
1

,5
5

8
0

0
0

0
0

0
0

0
0

（
歳
出
） 科
　
目

年
　
度

８
年
度

７
年
度

対
比

８
年
度

７
年
度

対
比

給
料

3
,5

0
6

3
,4

1
1

9
5

4
,5

4
0

4
,3

4
9

1
9

1

職
員
手
当
等

2
,7

5
6

2
,6

6
6

9
0

3
,5

8
6

2
,7

1
6

8
7

0

共
済
費

2
,1

4
5

1
,9

4
9

1
9

6
2

,3
3

9
1

,8
3

8
5

0
1

報
償
費

0
0

0
0

0
0

旅
費

0
0

0
0

0
0

需
用
費

9
9

0
8

1
8

7
-6

役
務
費

0
0

0
7

5
7

7
3

1
2

6

委
託
料

2
4

1
2

4
1

0
6

0
2

5
4

9
5

3

使
用
料
及
び
賃
借
料

0
0

0
0

0
0

備
品
購
入
費

0
0

0
0

0
0

負
担
金
補
助
及
び
交
付
金

4
0

0
4

0
0

7
7

-
7

7

公
課
費

0
0

0
0

0
0

合
　
計

8
,6

9
7

8
,2

7
6

4
2

1
1

1
,9

0
5

1
0

,3
4

7
1

,5
5

8
0

0
0

0
0

0
0

0
0

保
険
事
業
勘
定
　
地
域
支
援
事
業

保
険
事
業
勘
定
　
地
域
支
援
事
業

認
知
症
総
合
支
援
事
業
費

介
護

予
防

支
援

事
業

費

サ
ー

ビ
ス

事
業

勘
定

サ
ー

ビ
ス

事
業

勘
定

認
知
症
総
合
支
援
事
業
費

介
護

予
防

支
援

事
業

費
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令
和
８
年
度
　
熊
石
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
　
予
算

（
歳
入
）

【
単
位
　
千
円
】

科
　
目

年
　
度

８
年
度

７
年
度

対
比

８
年
度

７
年
度

対
比

８
年
度

７
年
度

対
比

８
年
度

７
年
度

対
比

８
年
度

７
年
度

対
比

国
庫
支
出
金

1
,2

6
9

1
,7

2
2

-
4

5
3

3
5

-2
4

8
5

1
-3

7
3

1
2

7
1

4
6

0
4

,9
6

0
4

,4
9

2
4

6
8

道
支
出
金

6
3

4
8

6
1

-
2

2
7

1
2

-1
2

4
2

6
-2

3
6

6
1

3
5

2
3

1
1

,9
8

0
1

,7
4

6
2

3
4

支
払
基
金

0
0

0
0

0
0

5
2

5
6

-4
7

9
5

2
9

8
4

9
7

0
0

0

町
繰
入
金

8
,0

7
6

5
,7

9
4

2
,2

8
2

1
8

1
5

3
6

7
7

3
-6

1
,0

4
5

3
9

1
6

5
4

3
,3

4
6

2
,8

3
4

5
1

2

合
　
計

9
,9

7
9

8
,3

7
7

1
,6

0
2

2
2

2
2

0
1

9
1

2
0

6
-1

5
2

,9
3

7
1

,0
9

5
1

,8
4

2
1

0
,2

8
6

9
,0

7
2

1
,2

1
4

（
歳
出
） 科
　
目

年
　
度

８
年
度

７
年
度

対
比

８
年
度

７
年
度

対
比

８
年
度

７
年
度

対
比

８
年
度

７
年
度

対
比

８
年
度

７
年
度

対
比

給
料

3
,7

4
1

2
,6

7
4

1
,0

6
7

0
0

0
0

0
0

0
0

0
4

,0
8

3
3

,9
1

2
1

7
1

職
員
手
当
等

4
,0

4
1

3
,8

4
5

1
9

6
0

0
0

0
0

0
0

0
0

3
,8

9
8

3
,3

0
8

5
9

0

共
済
費

2
,1

9
2

1
,7

7
0

4
2

2
0

0
0

0
0

0
0

0
0

2
,2

3
2

1
,7

4
9

4
8

3

報
償
費

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

6
0

6
0

0

旅
費

0
6

3
-
6

3
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0

需
用
費

5
5

0
5

5
0

1
3

1
5

-2
3

3
6

5
0

5
-1

6
9

1
3

4
3

-3
0

役
務
費

0
0

0
1

7
1

7
0

4
7

6
0

-1
3

4
6

4
6

0
0

0
0

委
託
料

0
0

0
0

0
0

1
3

1
1

3
1

0
5

3
7

5
3

7
0

0
0

0

備
品
購
入
費

0
0

0
0

0
0

0
0

0
2

,0
1

1
0

2
,0

1
1

0
0

0

負
担
金
補
助
及
び
交
付
金

0
2

0
-
2

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0

公
課
費

0
0

0
0

0
0

0
0

0
7

7
0

0
0

0

合
　
計

9
,9

7
9

8
,3

7
7

1
,6

0
2

2
2

2
2

0
1

9
1

2
0

6
-1

5
2

,9
3

7
1

,0
9

5
1

,8
4

2
1

0
,2

8
6

9
,0

7
2

1
,2

1
4

＊
地
域
支
援
事
業
財
源
内
訳

　
国
庫
負
担
金
　
３
８
．
５
％
、
道
費
負
担
金
　
１
９
．
２
５
％
、
町
費
負
担
金
　
１
９
．
２
５
％
　
　
そ
の
他
：
支
払
基
金
交
付
金

保
険
事
業
勘
定
　
　
地
域
支
援
事
業
分

保
険
事
業
勘
定
　
　
地
域
支
援
事
業
分

一
般

介
護

予
防

事
業

費

総
合
相
談
・
権
利
擁
護
事
業
費

包
括
的
・
継
続
的
ケ
ア
マ
ネ
支
援

事
業
費

介
護
予
防
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
事

業
費

一
般

介
護

予
防

事
業

費
生
活
支
援
体
制
整
備
事
業

生
活
支
援
体
制
整
備
事
業

総
合
相
談
・
権
利
擁
護
事
業
費

包
括
的
・
継
続
的
ケ
ア
マ
ネ
支
援

事
業
費

介
護
予
防
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
事

業
費
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令
和
８
年
度
　
熊
石
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
　
予
算

（
歳
入
）

【
単
位
　
千
円
】

科
　
目

年
　
度

８
年
度

７
年
度

対
比

８
年
度

７
年
度

対
比

国
庫
支
出
金

1
,7

9
9

1
,7

0
1

9
8

0
0

0

道
支
出
金

8
9

9
8

5
0

4
9

0
0

0

介
護
報
酬

9
9

4
9

1
4

8
0

5
,8

6
2

5
,6

6
7

1
9

5

町
繰
入
金

1
,9

7
5

1
,8

6
7

1
0

8
4

,4
6

2
4

,2
3

0
2

3
2

合
　
計

5
,6

6
7

5
,3

3
2

3
3

5
1

0
,3

2
4

9
,8

9
7

4
2

7
0

0
0

0
0

0
0

0
0

（
歳
出
） 科
　
目

年
　
度

８
年
度

７
年
度

対
比

８
年
度

７
年
度

対
比

報
酬

0
0

0
5

,6
2

9
5

,3
5

5
2

7
4

給
料

3
,3

2
8

3
,2

1
0

1
1

8
0

0
0

職
員
手
当
等

1
,1

4
6

9
8

4
1

6
2

2
,2

5
6

2
,1

2
5

1
3

1

共
済
費

1
,0

5
3

9
9

6
5

7
1

,4
4

3
1

,3
2

1
1

2
2

旅
費

0
0

0
9

8
9

8
0

需
用
費

9
1

1
-
2

1
6

2
0

-
4

役
務
費

0
0

0
5

3
5

8
-
5

委
託
料

1
3

1
1

3
1

0
0

0
0

使
用
料
及
び
賃
借
料

0
0

0
8

2
9

8
2

9
0

負
担
金
補
助
及
び
交
付
金

0
0

0
0

9
1

-9
1

備
品
購
入
費

0
0

0
0

0
0

合
　
計

5
,6

6
7

5
,3

3
2

3
3

5
1

0
,3

2
4

9
,8

9
7

4
2

7
0

0
0

0
0

0
0

0
0

サ
ー
ビ
ス
事
業
勘
定

介
護

予
防

支
援

事
業

費
居

宅
介

護
支

援
事

業

サ
ー
ビ
ス
事
業
勘
定

介
護

予
防

支
援

事
業

費
居

宅
介

護
支

援
事

業

27



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

メ モ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


